
別記様式第8・号

1 事業内容

事

事業実績書

嚇

業

介池サービスの和類

業

打

介設ロボットの製品?',

通イ,1環嶢柴備の製品名

1リi

f,

,;d

導入時期及び台数

介護ロボット導入支援事業実績報皆用

所属名

礼会む井止法人さくらむ,1祉会

名

Ⅱ「業完」'Π(支払ID

職・氏名

川人Xはりースの別

※該',1する方に0を紀人

1村町誇護老人ホームさくらホーム広野【尋工業所需丹:0670部09Ⅱ】

電,1円行〒 1}

介没福;11.施設サービス

メ

使川状況

(使刑する業拐・使川頻度

芋)

[製品名11鵬り SCAN

[導人台数180台

[導人川令和 6年2打 29 Π

ル

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄価指標にばづきポすこ

と(介纓時問の短締、心按・

問接負択の,畔減効果、介纓

従事打(利川打)の満足度、

収支の改詳など)

令和 6年3 j] 15 Π

購人リース(契約期闇

施股環境としては、枇造ト゛①ユニット問の↓上丁りが休1難。②ユニ

ツト内でも、 1',;室同士が際れており、典イjの廊ドも11'〔線ではなく、

人り痢1ノνでおり、 jι、〕.りが困難である。上"(i辺の川!111で、力jΠ 24

特闇体制のj上Jり業枋内にて使用し、1斜こ伎勤帯(夜勤業務)の防

室以外の時問帯での見守り業疹の強化を1文1つた。

2

定U数

導人後(3 辿間後)のアンケートでは、眠り SCAN導人により、精

神灼なストレスが少し幌波、あるいは幌減されたと答えた職Uは、

90%となった。また、転倒りスクがあるご利川゛〒様のjと小り業務に、

鵬り SCAN の活用は、りスク幌減につながっているとおおいに思

う、少し思うと答えた職貝は、 100%となった。以ヒの粘果と上,心

のa)②から、 80 床に対し、 11民り SCAN 80 台の導人は愛当であっ

た。

実施経過

導人後の,深題や次年度';1

1Ⅷの確認等

80 名

年

年月日

令和5年8月1日

~令和 5年8月20日

打~

11民り SCAN導人後、介股畷nへのアンケートを火施。 jとJり業務

の帷減効架(訪室への時問等),転倒事故への怖れからくるΠ々の

心ψⅢ拘ストレス幌減効果などについて、聞き取りをし、'氾録にま

とめる。次年度も継紕する。

年

令和6年2月15日

~令和 6年2月29日

施設長、介護係長、ユニットリーダーを中心に、

見守り業務の状況分析・問題点の洗い出しを実

施し、機種選定・導入計画の検討。導入担当者・

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担

当名)の選定、実際に機器を使用する者(介設

職員等)の意見聴取を実施。結果を事業計画書

に反映。

jl )

令和6年3月1日

~令和 6年3月14日

令和 6年3月15日

~令和 6年3月25日

実施内容

機器導入。開発メーカーからの取扱い説明及び

職員の習熟及び教育・研修計画(マニュアル整

備等)を実施。

導入によるケア方法(見守り業務)の見直しを

実施。令和 6年3月1日より、運用開始。

3週間後での効果検証のためのアンケートを実

施。実績報告。 a年同)

従事者

施設長ほか

※機器の選定から実績祁告時までの経維や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

機器設睡者

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

人
者



別記様式第8・号

事業内容

瑪 業

介没サービスの釋顎

業

古

介池ロボットの製品名

通イ.1環境整備の製品名

1折

績書

名

導人時期及び台数

介護ロポット導入支擾事業実績報告用

所属老

礼会む井心去人さくらむ井止会

名

事業完」'Π(支払ID

職・氏名

購人父はりースの別

※該"1する力に0を"人

加棚人1所小活介護U1業所さくらホーム広野【!"業所岳1}:0670800903 】

電話排り

短期人所小活介護

メ

使川状況

(使用する業物・使削頻座

竿)

ι製昂宇,111民り SCAN

[導人台数]80 台

[導人川令和 6年2" 29日

ル

導人効果

※評人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部価指標に」'づきポすこ

と(介護時闇の短縮、1n按・

問接負州の帳減効果、介設

従JⅡ占(利川行)の満足度、

収支の改円など)

令和 6年3 j115 Π

(1!^ID、リース(契約期問
施設環境としては、枇造 1:、①ユニット問のjと丁りが囚難。②ユニ

ツト内でも、j"}室同士が際れており、共イiの廊ドも心綵ではなく、

人り紕ノνでおり、 jι'丁りがIN難である。上"(i)②の"山で、1ルΠ 24

特冏休制の↓とJり業枋内にて使用し、1Nこ夜剃ナ帯(夜勤業枋)の訪

室以外のE寺問帯でのjι丁り業務の強化を図った。

2

定U数

導人後(3遡間後)のアンケートでは、鵬り SCAN導人により、粘

判1的なストレスが少し,畔減、あるいは帳減されたと答えた畷Uは、

100%となった。また、転伊」りスクがあるご利川行様の見守り業務

に、咲り SCAN の活川は、りスク,綬減につながっているとおおい

に思う、少し思うと答えた職Uは、 100%となった。以上の鮎果と

上,;しの4X②から、 20 床にヌ、1し、11民り SCAN20 台の導入は妥当であ

つた。

実施経過

導人後の,課題や次年座引

1111jの硫豆忍等

20 名

年

年月日

令和5年8月1日

~令和 5年8月20日

打~

1鵬り SCAN導人後、介没職nへのアンケートを火施。」古丁り業拐

の,W減効果(劼室への時問等)、転倒事故への怖れからくるU々の

心"!的ストレス幌波効果などについて、聞き取りをし、"鉄にま

とめる。次年度も継統する。

年

令和 6年2月15日

~令和 6年2月29日

施設長、介護係長、ユニットリーダーを中心に、

見守り業務の状況分析・問題点の洗い出しを実

施し、機種選定・導入計画の検討。導入担当者・

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担

当者)の選定、実際に機器を使用する者(介護

職員等)の意見聴取を実施。結果を事業計画書
に反映。

jj )

令和6年3月1日

~令和 6年3月)4日

令和 6年3月}5日

~令和 6 午 3月25日

実施内容

機器導入。開発メーカーからの取扱い説明及び

職員の習熟及び教育・研修計画(マニュアル整

備等)を実施。

導入によるケア方法(見守り業務)の見迫しを

実施。令和 6年3月1日より、運用開始。

3週問後での効果検証のためのアンケートを実

施。実績帆告。(1年同)

従事者

施設長ほか

※機器の選定から実績帳告時までの経綿や契約日、導入日、支払日を記載すること。
※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

機器設貴者

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

事業実

"
人
占



別記様式第8、号

事業内容

喫

事業実績書

喫

業

介巡サービスの和類

業

打

介維ロポットの製品凖,

通イ,{環境柴備の製品名

1リi

名

導人時期及び台数

介護ロボット導入支援事業実績報缶用

所属名

礼会む,1祉i厶人さくら者.件止会

名

事業完」'日(支払ID

職・氏名

購人Xはりースの別

※欣"1する方に0を"人

1!f"1詫護老人ホームさくらホーム111形【4f業1折播ト}:0670】03脇田

唯';舌;砕 IJ

介緻引'件止施設サービス

メ

使川状況

(使川する業柄・使川頻度

竺)

[製品名11鵬り SCAN

f導人介数180台

[導人川令和 6年2jl 21 Π

ル

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部価指橡にJよづきポすこ

と(介懲時問の短縮,伯オ妾・

問接負IHの'條減効果、介護

従出行(利j11者)の満足度、

収支の收辨など)

令和 6年3 j1 15 Π

(1西1^、リース(契約期闇
施設環境としては、枇造 k、①佃室ユニット川』のため、・・度の訪室

で1名の状態把捉しかできない。②ユニット内でも、トイレによっ

て1,,;室同士が航れており、jι'丁り力(1'1難である。 1二'(i)②の"!山で、

1ルΠ 24時問体制のj古Jり業務内にて使用し、 41に夜剃ナ譜(夜蜘業

務)の訪室以外の時冏帯での見守り業務の惟化を図った。

2

疋a数

導人後 a ケjⅡ却のアンケートでは、峨り SCAN導人により、転

倒りスクがあるご利川打様のj古丁り業務に、眠り SCANの活川は、

リスク,修減につながっているとおおいに思う、少し思うと答えた職

nは、船.75%となった。また、看取りのご利川ノ〒様の急な容態変化

等の文"6に役立つとおおいに思う、少し思うと答えた畷員は、

90.63%となった。以 ltの舗果と 1二'しの住Xのから、 80 床に対し、 11民

り SCAN 80台の導人は妥当であった。

実施経過

導人後の課題や次年度,汁

1咽の科昂忍等

80 名

年

年月日

令和5年8月1日

~令和 5年8月20日

打~

11民り SCAN導人後、介護職Uへのアンケートを火施。」古J1ク業務

の嵯減効果(,汾室への時問等)、転倒事故への怖れからくるΠ々の

心理灼ストレス幌減効果などについて、開き取りをし、尼録にま

とめる。次年度も継紕する。

年

令和 6年2月15日

~令和 6年2月22日

施設長、介護係長、ユニットリーダーを中心に、

見守り業務の状況分析・問題点の洗い出しを実

施し、機種避定・導入計画の検討。導入担当者・

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担

当者)の選定、実際に機器を使用する者(介護

職員等)の意見聴取を実施。結果を事業計画書

に反映。

jD

令和6年2月23日

~令和 6年3月14日

令和 6年3月15日

~令和 6年3月25日

実施内容

機器導入。開発メーカーからの取扱い説明及び

職員の習熟及び教育・研修計画(マニュアル整

備等)を実施。

導入によるケア方法(見守り業務)の見直しを

実施。令和 6作2月22日より、運用朋始。

1ケ月後での効果検証のためのアンケートを実

施。実績報告。(1年同)

従事者

施設長ほか

※機器の選定から実紬報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

機器設置者

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

,
ル
人
打



別記様式第8号

事業内容

邪

事業実績

事

U・

介護サービスの師顎

業

占

介設ロボットの製品名

通イ,;環境繋備の製品名

1リi

タ'

介護ロボット導入支擾事業実綾報告用

導人時期及び台数

,丘

所属名

礼会む,件止法人さくら袖件止会

区三1

乳

Ⅱ{業完」'Π(支払ID

U
11

畷・氏名

欠"U1人所t瓶介護小業所さくらホーム111形

【41樂J折吊 1}:06701船548 】

購人父はりースの別

※紘町するbに0を"人

電'番り

メ

短期人所小活介没

使刑状況

(使川する業拐・使川頻度

等)

[製品名111Nり SCAN

[導人台数]20介

[導人川令和 6年2打 2] 11

ル

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄価指標にJ'モづきポすこ

と(介護時冏の短紺、心接・

問接負扣の嵯減効果、介護

従喫行(利川打)の満足度、

収支の改況など)

令和 6年3 jj 15 Π

((1Ξ1^、リース(契約期闇
施設環嶢としては、刷造 1'.、①佃室ユニット型のため、・度の,汾室

で1名の状態把捉しかできない。②ユニット内でも、トイレによっ

てj',}室阿士が1挑れており、jι'丁りが困難である。_に';d(D②の"!山で、

勿1Π 24時闇休制の↓上Jり巣務内にて使川し、ヰ寺に夜勤擶(夜蜘業

物)の,訪室以外の時問帯でのjと丁り業枋の強化を図った。

2

定n数

好人後(1 ケ j]後)のアンケートでは、11民り SCAN導人により、転

倒りスクがあるご利川打様のjと丁り業務に、岻り SCAN の活川は、

リスク嵯減につながっているとおおいに思う、少し思うと答えた職

nは、85.71%となった。また、看取りのご利川打様の急な容態変化

等の対応に役立つとおおいに思う、少し思うと答えた職Rは、100%

となった。以 1二の%"i果と上,i'の4)②から、 20 床に対し、11民り SCAN

20台の導人は妥・当であった。

実施経過

導人後の,課題や次年度';1

111」jの硫認等

20 名

年

年月日

令和5年8月1日

~令和 5年8月20日

打~

眠りSCAN導人後、介護職Uへのアンケート在火施。」七丁り業拐

の幌波効果(訪室への時問等)、転倒Ⅲ故への怖れからくる日々の

心"!的ストレス幌減効果などについて'、聞き取りをし、'姑録にま

とめる。次年座も継統する。

令和 6年2月15日

~令和 6年2月22日

年

施設長、介護係長、ユニットリーダーを中心に、

見守り業務の状況分析・問題点の洗い出しを実

施し、機種選定・導入計画の検討。導入担当者・

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担

当者)の選定、実際に機器を使用する者(介護

職員等)の意見聴取を実施。結果を事業計画書

に反映。

jD

令和6年2月23日

~令和 6年3月14日

令和 6年3月15日

~令和 6年3月25日

実施内容

機器導入。開発メーカーからの取扱い説明及び

職員の習熟及び教育・研修計画(マニュアル整

備等)を実施。

導入によるケア方法(見守り業務)の見直しを

実施。令和 6年2月22日より、運用開始。

1ケ月後での効果検証のためのアンケートを実

施。実績報告。 a 年科)

従事者

施設長ほか

※機器の選定から実績帆告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

機器設置者

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

'
人



別記様式第8号

1 事業内容

事

事業実績書

事

業

介設サービスの和類

業

打

介護ロボットの製品右

通イ,1環境柴備の製品名

所

名

介護ロボット導入支援事業実績報皆用

名

導人時期及び介数

所属右

職・氏名

東業完 r11 (支払「D

電,訴1詐り

(介俊予防)認知症対応型共同牛活介護

購人Xはりースの別

※該汽する方に0左.祉人

メ

{製品名]電動りモートコントロールベツド

N1471J

使川状況

(使川する業疹・使川頻座

竺)

ル

オーリンク株式会社

グルーブホームあさひ

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な計価指標にj轟づきポすこ

と(介設時問の短縮、心接・

闇接負川の幡減効染、介世

従尋1゛〒(利川占)の満足度、

収支の改辨など)

[導人台数]15 式

[導人田令和 6年3jj29 n

<和 6年3打

雌人リース(契約期問

認知井を患った利川占の起き上がり動作を常時見守るために

使川する。

2

定員数

実施経過

Π(令和 6年4 刀 30 Π支払ヂ定)29

認知症を患った利用゛〒がべッドから航床する際の起き 1二がり

動作をjと丁る機能を打した特殊寝介を導人することで、職Uの巡視

を効*よく行い千必妾な巡視を低減できることで、利川行が介助を

必妾とするときに円滑に対応でき、介助那岐を抑制するとともに

介護職Uの身体的負担の幌波効果も期1寺できる。

エスパシア 1くA、

令和5年8月

18 名

導人後の,深題や次年皮

,il'11hjの硴認等

年月日

令和5年9月

年

令和5年9月

円~

令和 6年3月29日

1レ常業務において常に止常に使川できることで介纏職nの負担悩

波効果を充判{していく機器になるので、定期的なメンテナンスや新

規職Uに対する教育訓孤を定期的に行っていく必要がある。

事業所内における認知症利用者対応における現

状把握

令和 6年4年(予定)

年

現状把握した内容を踏まえた機器選定等の対応

策検討

令和 7年3月(予定)

j])

対応策(案)を介護職員問で意見徴収し、対策

及び選定機種を決定

令和 8年3月(予定)

実施内容

本件機器の導入・運用開始

令和 9年3月(予定)

前月の状況等を踏まえ、必要に応じたケア方法

や巡視方法の見直し(以下適宜実施)と効果検証

令和6年度全体を通した効果検証の実施

令和7年度全体を通した効果検証の実施

※機器の選定から実績帳告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

令和8年度全体を通した効果検証の実施

本社社長・

事業所管理者

従事者

本社社長・

事業所管理者

事業所全職員

事業所全職員

木社社長・

事業所管理者

事業所全職員

事業所全職員

事業所全職員

"
人
打



別記様式第8号

1 事業内容

1"

事業実績書

瑪

介護サーピスの耗類

業

打

介護ロポットの製品宇,

辿イ,;環境粧備の製品名

1リi

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

導人時期及び台数

村_会福祉法人川西?岳祉会

名

所属名

職・氏名

4「業完」'Π(支払ID

短期人所生活介没事業所そよ風の森

剛人Xはりースの別

※該"1する力に0を,氾人

電.1舌;秤IJ

短期人所生活介護邸業所

メ

[製品名1

NDソフトウェア

ル

使川状況

(使川する業柄・使川頻度

等)

[導人台数] 3台

1導人川令和 6年2 jj ]6 11

令IU

購

Vital

6

尊人効果

※烝人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評仙指標にj'づき水すこ

と(介護時問の短縮、1耐妾・

問接負扣の幌減効果、介巡

従事"(利川゛T)の満足座、

収支の改辨など)

3台のべットセンサーを導人した。今までのような帝が1暢ったら向

かうセンサーマットではなく、人所゛〒の1唖眠、覚吊!、起き上がり、

蹴床、呼吸数、心拍数を常時パソコン11h1向で科命忍して動くことが出

来る。現作は、動きのあるご利川者様に利川している。

年2 j1 28

リース(契約期闇

Beats

定U数

口

20 人

年

導人後の,深題や次年度削

1Ⅷの耐昂忍等

打~

R6年2 打 16 Πに設睡したが、不共介などがあり、何度も ND ソ

フトウェア担当"に来ていただき、股定を訓峡し、不旦介の原因を

検肘した。 3 打 22 Π ND 担当行に「リ度来荘していただき、股定し

た。効果についてはまだ導人したばかりで得られていない。

短期人所は、川人りがあり1"'1定ではないため、使いノjを今後も検肘

していく。介わせて、職Uの負IH幌減になっているかなど、委U会

で効果検'i正、検.i寸していく。

¥チ人後 e聖年) 1年1-1

夜冏の転倒等の事故波少。モニター確認することで的確な防室によ

り、職1↓の負IH'1蜘戒、業務の効*化。

02年門

介没サービスの質の向 11、働きやすい職場づくり、介纓人材定着

03年Π

介護サービスの質の向 lt、働きやすい職場づくり、介池人材定着

年

2

jj )

実施経過

年月日

R5年Ⅱ月

R6年1月

R6年2月16日

BeatS 発注V北al

R6年2月17日

Vital

実施内容

R6年2月28日

Beats

BeatS設羅、脱川」(ND)V北al

R6年3月1日

職員に使用方法の周知

R6年3月1日

支払日

R6年3月22日

BeatS接紕、設定硫認(ND)V北a]

従事者

荘長補佐

R6年6月

Vital BeatS接紕、設定硫認(ND)

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記幟すること。

Vital BeatS接絖、'斐定硴認

設殴完」'(ND)

介護員、事務

員、業務員

アンケートを実施

介護員

事務員

介護員

介護員

介護員、事務

員、業務員

介護員

"
人
お

四
人



別記様式第8・号

事業内容

喫

事業実績書

事

介没サ・ービスの柯!類

司・

者

介緻ロポットの製品名

通イ';環境整備の製品名

1リi

名

介護ロボット導入支援事業実綾報告用

導人時期及び台数

礼会有井止法人川四む,1祉会

名

所屈名

職・氏名

事業完」'Π(支払 1_1)

朴別養設老人ホームそよ風の森

購入Xはりースの別

楽設町すろ力'に0を,心人

電.;円排り

介設老人郭井止施,没

メ

[製品手"1

ND ソフトウエア

ル

[導人台数1 13介

[導人田令和 6年2 門 16 Π

使川状況

(使Ⅲする業拐・使刑頻度

隼})

川リース(契約期問

令千11

Vital

6

41霊北棟 50 人に 7 台、南棟 50 人に 6 台のべットセンサーを導人

した。今までのような弁が鳴ったら向かうセンサーマットではな

く、人所打の1唖11民、覚酬、」メきト.がり、解床、呼吸数、心拍数を常

時パソコン1川lmで確認して動くことが出来る。現作は、動きのある

ご利川行様や看取りケア時期のご利川者様に利川している。

年2 Jj 28

Beats

導人効果

※導人によって得られた効

来に関するデータを客観的

な艀価指標に」'づきポすこ

と(介,准時問の短締、り'〔接・

問接負川の嵯減効果、介纓

従弓f打(利川行)の満足度、

収支の改円など)

定U数

Π

100 人

年

導人後の課題や次年度,il

画の確認等

"~

R6年2 門 16日に設霞したが、不只介などがあり、何度も ND ソ

フトウェア川当打に来ていただき、設定在訓整し、不只介の原圦1を

検討した。 3 刀 22 e ND "1当占に11j度来イ11していただき、「1j股定

した。夜問などモニターを見て,札めに動くことが出来ている。

今後各委R会で効果検証、検肘を行っていく。

導入後(翌年) 1年Π

導人機器の使川ガ法について職Uが1田知する。要観察人所打の状況

を把捉し、安令竹.を向上させる。城Uの負択嵯減。

年

2

jD

実施経過

02年1_1

導人したことでの安令性の検,;1[と人所打への効果検訓1、サービスの

質の"」上、職1・↓負州嵯減。介護人材定着。

年月日

R5年Ⅱ月

03作Π

さらなる安令性の検証とサービスの質の向1.介設人材定着。

R6年1月

R6年2月16日

BeatS 発注Vital

R6年2月17日

B鳳始納品(ND)Vital

実施内容

R6年2月28日

Vital

R6年3月1日

B田tS設殿、説明(ND)

職員に使用方法の周知

R6 午 3月1日

支払い日

R6年3月22日

BeatS接統、,没匝!科畷忍(ND)V北al

従事者

荘長補佐

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事名が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

R6年6月

V北al BeatS接統、設定確認(ND)

Vita] BeatS按絖、 d聖定科郎忍

設臘完 f (ND)

介護員、事務

員、業務員

アンケートを実施

介護員

事務員

介護員

介護員

介護員、事務

員、業務員

介護員

ω
人
打

業



別記様式第8号

事業内容

事

事

業

介世サービスの柯1頴

り・

占

実赤貨書

1リi

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

介護ロボットの製品名

通イ,;環境整備の製品名

乳

11.会智井止法人松風会

所属名

4"判養護老人ホームはとみね荘

【事業所排リ 0672600095 】

導人時期及び台数

城・氏名

?五,;舌番 1}

短棚人所乍活介纓

メ

喫業完」'Π(支払ID

[製品名Ⅱ導人台数]

0介護ロポット

・パラマウントベッド製 11Nりスキャン 1台

アップル製ipad を付j成

0辿イ,;堺境柴備

・バッファロー製

法人向け管N!打機能搭械アクセスホ'イント WAPM,1266R

[導人田令和6年1打 30 臼

ル

!礁人Xはりースの別

楽該"1するノjじ0を紀人

使川状況

(使用する業柄・使川頻度

牟ゞ)

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部価指橡にJよづきポすこ

と(介綏時問の短縮、1貞接・

問接負担の幌減効果、介准

従那占(利川行)の満足度、

収支の改汚など)

附リース(契約期問

令和6年2刀29Π

・hfΠ24時問のjとJり業務内で使剛している。

利川"様のイ1リ報(唖1鵬・覚削・起きヒがり・際床・11乎1吸数・心拍

数)をモニターで"1視化し、業傷の効*化・職Uの負担嵯減を図

るようにしている。

・データを基に根拠のあるケアを行うことで、例別ケアや安令竹向

上につなげられるようにしている。

定a数 8,'i

導人後の課題や次年度,;1

向の確認等

・jι丁り機器を導人したことで、機器を設鐙した利用占様について

は、モニターで様子が把払{できるようになり、,;方室【"1数在削減で

き、1"こ夜勤択当職Uの負帆,條減になっている。

・11卿Nりズムを把批できるようになり、その方に介った小活でΠ指

すことで、根拠のある佃別ケアを「・1指すようにしている。

2

年

実施経過

【課題】

・jιJり機器導人からΠカリ翁く、使川ガ法にも慣れていないため、

職R令Uが使いこなせるまでに至っていない。

【次年座の,;1'1山i】

・委n会を力'ち上げ、jとJり機器のΠ的や使川ガ法の城n仙修を行

つ。

・モニターの,ι録や起1,,H乍動時の原Wを職U問で共イiし、アセスメ

ントに活川し、例別ケアや安令竹向上につなげていく。

門~

4ム

年月日

令和 5年6月1日

~令和5年7月31日

年

管理者・介護

職員・看護職

員・生活相談

員

j])

令和5年8月1日

~令和5年9月31日

見守り機器等事業者説明の実施、介護ソフト業

者との打ち合わせ、1CT機器導入施設視察等を突

施し、見守り機器等の導入を検討する。

令和5年10月1日~

令和5年12月31日

実施内容

諸会議で見守り機器を導入することをホームの

方針とすることを決定し、県への恊議書類提出

と法人理事会での協議を行う。

令和6年1月23日

~令和6年1月29日

令和6年1月30日

補助金交付決定後、見守り機器納人業者の送定

及び通信環境整備事業の入札及び施工業者決定

従事者

管理者・次長・

介護職員・看

護職員・生活

相談員

令和6年3月5日

1 2日

通信環境整備工事及び納入機器胴整の実施

※機器の選定から実績祁告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

見守り機器の納品

設匿と説明操作を受ける。

管理者・次

長・介護職

員・看護職

員・生活相談

員

見守り機器及び介護ソフトについての研修会を

実施

管理者・次長

施工業者

管理者・介護

職員・看護職

員・生活相談

員

等

業事

"
人
者



別記様式第8・号

1 事業内容

心

事業実績

鄭

り・

介設サービスの肌顎

業

占

1リi

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

ヨ聖
1=1

老

所属名

社会;岳祉法人松風会

介,没ロポットの製品牢,

辿イ,;環境柴備の製品名

1"刈擾没老人ホームはとみね井

【"f業所播lj:0672600095 】

職・氏名

電,活爵リ

導人時期及び台数

介纓老人福祉施設

メ

[製品名Ⅱ導人台数]

0介護ロポット

・パラマウントベッド製 11民りスキャン 2台

アップル製ipad を付属

0通イ,1環境藥備

・バッファロー製

法人向け管州ノ1機能搭幟アクセスホ'イント WAPM・1266R 24台

レイヤー2 Giga poe スマートスィッチ 8 ホ'ート BS・GS2008P 1 台

レイヤー2 Giga poe スマートスィッチ 16 ホ'ート BS、GS2016P 3 台

ネットワーク11Ⅱ1 ・・式ネットワーク機器納人・・・式

[導人田令和 6年 lj13 0 Π

ル

事業完」'Π(支払ID

雌人父はりースの別

※該"1すろ力に0を,1d人

使川状況

(使川する樂疹・使川頻度

ギ")

定U数

導人効果

※縣人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄価指標にJよづきポすこ

と(介纓時問の短締、心接・

問接負扣の,悼減効果、介股

従那行(利川占)の満足度、

収支の收辨など)

購リース(契約期問

令和6年2打29Π

・力1Π24時問のj古1り業病内で使川している。

人j',}111様の仙報(11重眠・覚NI!・ 1]1き 11がり・跳床・11乎吸数・心拍

数)をモニターで"1視化し、業病の効*化・畷Uの負卦"醍減を「刈

るようにしている。

・データをj'に根拠のあるケアを行うことで、佃別ケアや看収りケ

アの質向ト'につなげられるようにしている。

6 2 名

導人後の課題や次年度,;1

Ifhjの税'認等

2

【課題】

・jt1り機器導人からΠが浅く、使川ガ法にも慣れていないため、

職a令Rが使いこなせるまでに至っていない。

【次年度の';1'川11】

・委R会を立ち上げ、j古Jり機器の門的や使刑ノj法の職R価修を行

つ。

・モニターの祀録や起jパ作動時の原囚を職U問で北イiし、人j'者ア

セスメントに活川し、ケアプランの内容や1,1"列ケアにつなげてい

く。

実施経過

・↓古Jり機器を導人したことで、機器を役殴した人居者様について

は、モニターで様子力辺巴仙}できるようになり、'i方室1・1数を削減で

き、1ケに夜勣}H当畷nの負州嵯減になっている。

・11重11民りズムを把蝉できるようになり、そのガに介った牛活で1_1指

すことで、村吋処のあるケアができるようになっている。

年

年月日

令和5年6月1日

~令和5年7月31日

刀~

管理者・介護

職員・看護職

員・生活相談

員

年

令和5年8月1日

~令和 5年9月3 1日

j])

見守り機器等事業者説明の実施、介護ソフト業

者との打ち合わせ、1CT機器導入施設視察等を突

施し、見'丁り機器等の導入を検討する。

令和5年10月1日~

令和5年12月31日

実施内容

諸会議で見守り機器を導入することをホームの

方針とすることを決定し、県への恊議書類提出

と法人理事会での恊議を行う。

令和6年1月23日

~令和6年1月29日

令和6年1月30日

補助金交付決定後、見守り機器納入業者の送定

及び通信環境整備事業の入札及び施工業者決定

従事者

管理者・次長・

介護職員・看

護職員・生活

相談員

令和6年3月5日・

1 2日

通信環境整備工事及び納入機器調整の実施

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

見守り機器の納品

設置と説明操作を受ける。

管理者・次

長・介護職

員・看設職

員・生活相談

員

見守り機器及び介護ソフトについての研修会を

実施

次長^

施工業者

管理者・介護

職員・看護職

員・生活相談

員

者理管
等

心
人
占



別記様式第8号

事業内容

瑪

事業実績書

小

業

介股サービスの柯!類

業

行

介設ロボットの製品名

通イ';環境柴俳の製品名

1リi

宇,

介護ロポット導入支援事業実績報告用

導人時期及び台数

礼会む,件止法人山形

所属名

名

那業完」'臼(支払fD

職・氏名

1"刈餐護老人ホームサンシャイン大森

【事業所番リ

購人父はりースの別

※該町する方に0を記人

電枯番り

メ

介設名人む,件止施股

使刑状況

(使川する業疹・使jl」頻度

竺)

[製品名]

Vital BeatS 3inl

ル

[導人時1棚

群人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを奔観的

な評価指標に菓づきポすこ

と(介纏時闇の短糊、心接・

冏按負担の嵯減効樂、介維

従尋f打(利用行)の満足度、

収支の收辨など)

令和 6年3jl

(11区1^・リース(契約期闇
アラーム機能を川いての利川者の小活パターン・行動把捉、

転倒列坊

心拍・呼吸状態をモニタリング、異変時の看姓師への¥期報告

体動が少ない方、または縛癒りスクが局いガへの適切な除ルの介人

時闇の把蝉

令利 6年3刀

0670100783

2

25 Π

定U数

実施経過

止式稼働からΠ数が浅く、1ξ観的な意見になるが,看取り期の最期に

呼吸や心拍の変化に関述州.のある変化がみられ、前もってアラーム

を股定しておくことでり.期発見が期1寺できる。

今同介護ロボット売導人する前は蹴床センサーの数に隈りがあり、

使川できる利川行が限定的で優先噸位をつけなけれぱならなかっ

たが、今後は必要な利川行令Rに使川できその際の取り外しや移動

も必喫ないため、業務負帆の幌減が期1寺できる。

25 Π

2023年11月1日

~2023年12月12日

90 名

年月日

導人後の課題や次年度,;1

11hiの科寵忍等

[導人台数1 90台

年 打~

2023年12月13日

~2023年12月21日

止式稼働からΠ数が浅く職Uへの1緋知を進めていく必要があり、介

段ロポットを川いての業務に慣れていく、。

バソコン 1二でしかモニタリングが行えないため今後予定している

タブレットへの導人を進めて、史に介股ロボットを使刑できる機会

を助やし利川行の生活パターンの把捉につなげる。

ベッドやル]辺環境、通イ,;環境1こよって11ξ確なデータが取れるか変わ

つてくるため各業打とも情報共打していき効*よく述用できるよ

う検,1[していく。

年

機器の遺定

NDソフトウェア開充のアプリを施股で使

刑しており、述動している V北albeatS3inl

を送定した。

2023年12月21

~ 2024年3月

j l )

2024年3月

~2024年

実施内容

介護ロポット機器の発注

人札 11:2023年12 j] 13 H

契剤" 1:2023年12 j1 21 "

日

22日

2024年3月

~2024年3月

11

3月

介設ロポット機器の事前設定/枇築

日

24日

2024年3月18日

~2024年3月19日

介設ロボットの現地股定・試験述川

18日

24日

施設職U

2024年3月25日~

従事者

試験述川に栞づいた状況分析

岡題点沈い川し

2024年3月25日

~2024年4月12日

株式会社メコム職ιJ

木稼働に向けた最終操作指導

2024年4月

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

株式会礼メコム職U

If式稼働

支払11:2024年

13日~

Futurelnk1般U 2 名

NDソフトウェア畷U

2名

正式稼働後の効果検証

検'1肺,'1果に基づき業枋收泌の継紕突施

施設畷U

3 j1 25 "

Futurolnk 1般U

NDソフトウェア職U

施,没職U

施設職U

施,没峨U

施設職U

祀
人
行



別記様式第8号

事業内容

嚇

事業実績書

事

拠

介護サービスの和頬

打

介准ロボットの製品名

通イ,}環境柴備の製品乳

1リi

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

導人時期及び台数

社会告井'.法人山形

名

所属名

町工X1完」'Π(支払「D

地域4、ト別艦誰老人ホームサンシャイン人森

{事業所番り':0690100532

職・氏名

川人Xはりースの別

必該町する力'に0を記人

電,恬番}}

地域樒誇刑介護名人郭'件止施役

メ

使川状況

q吏川する業莇・使川頻度

竺ゞ)

[製品名]

V北a】 BoatS 31n]

ル

[導人時期]

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な計・価指橡に基づきボすこ

と(介准特間の短締、心按・

問接負扣の嵯減効果、介匙

従斗工お(利川゛1)の満足度、

収支の收誇など)

令和 6年3打

(1i邑1^・リース(契約期闇
アラーム機能完川いての利川打の小活パターン・行動把蝉、

転倒判坊

心由卜呼・吸状態をモニタリング、党変時の看護師へのり.期報告

休動が少ない方、または禰癒りスクが高いガへの適切な除圧の介人

時冏の把蝉

令和 6年3jl

25 Π

2

定U数

正式稼働から1_1数が浅くモ観的な意見になるが、看取り期の址期に

呼吸や心拍の変化に関迎竹のある変化がみられ、前もってアラーム

を設定しておくことでり.期発見が期1寺できる。

◇回介護ロポットを導人する前は蹴床センサーの数に限りがあり、

使川できる利用打が限定的で優先噸位をつけなければならなかっ

たが、今後は必要な利川打个Uに使川できその際の取り外しや移動

も必要ないため、業拐負担の嵯減が期1寺できる。

実施経過

25 Π

20 名

2023年Π月1日

~2023年11月30日

導人後の,深題や次年座';1

1Ⅷの確認等

年月日

[導人台数1

年 打~

2023年12月13日

~2023年12月21日

20 '、'

正式稼働から臼数が浅く職nへのj司知を進めていく必要があり、介

巡ロポットを刑いての業疹に慣れていく。

ハソコン上でしかモニタリングが行えないため今後予定している

タブレットへの導人を進めて、史に介護ロボットを使川できる機会

を増やし利川者の小活パターンの把蝉につなげる。

ベッドやJ,,,」辺環境、通イ,;環境によって正確なデータが取れるか変わ

つてくるため各業行とも恬報北イiしていき効*よく述川できるよ

う検,111 していく。

年

機器の送定

NDソフトウェア開窕のアプリを施股で

使川しており、速動している

V北a北oatS3in1 を避ン1tした。

2023年12月21

~ 2024年3月

jD

実施内容

2024年3月

~2024年

介護ロボット機器の窕注

人キU I:2023年12 jj 13 0

契約日:2023年12 j」 21 H

2024年3月18日

~2024年3月24日

日

22日

11

3月

介護ロボット機器の事前股定/枇築

日

24日

2024年3月18日

~2024年3月19日

介護ロボットの現地設定・試験述川

施役職U

従事者

2024年3月25日~

試験述川に基づいた状況分析

岡題点沈い川し

株式会礼メコム職n

2024年3月25日

~2024年4月12日

本稼働に向けた敲終操作指導

株式会礼メコム職U

2024年4月

正式稼働

支払U :2024年

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

Futurelnk職n 2 名

NDソフトウェア職U

2名

13日~

祀式稼働後の効果検証

施設職U

3 j1 25 11

検'粘渠に基づき業病改辨の緋紕火施

Fut山、elnk職U

ND ソフトウェア1般U

施設職U

施設峨U

施股職n

施設職n

'
人
芥

榮



別記様式第8,号

1 事業内容

事

事

事業実紬書

巣

介纏サービスの何顎

業

"

介護ロボットの製品乳

通イ,1環境帷備の製品名

1リi

名

導人時期及び台数

介護ロボット導入支援事業実績報皆用

施設職U

社会智,件止法人山形

名

41業完」'11 (支払 ID

所屈名

サンシャイン人森ショートステイセンター

【JⅡ業1折掃1}:0670100320

雌人Xはりースの別

※註"1する方じ0を記人

職・氏名

電.;円;砕 1}

短期人所小活介護

メ

使川状況

(使川する業疹・使刑頻度

竺)

[製品才',1

Vjtal BeatS 3inl

[導人時期1 令和

ル

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄価指標にjよづきポすこ

と(介設時問の短締、山オ妾・

闇接負捉の幌減効果、介姓

従事打(利ju/1)の満足度、

収支の改再など)

令和 6年

d匝11^・、Jース(契約期問
アラーム機能を川いての利川占の小活パターン・行動把握、

転倒予防

心拍・呼吸状態をモニタリング、異変時の看護師への¥期報化

休動が少ない方、または祥癒りスクが商いガへの適切な除圧の介人

時問の把払{

6年3刀

3 jl 25 11

定U数

111式稼働からΠ数が浅く 1三観的な意見になるが、看取り期の最期に

呼吸や心拍の変化に関述竹のある変化がみられ、前もってアラーム

を設定しておくことでり.期窕兒が期1寺できる。

今阿介巡ロボットを導人する前は蹴床センサーの数に隈りがあり、

使川できる利川行が隈定的で優光1噸位をつけなけれぱならなかっ

たが、今後は必要な利川行令Uに使川できその際の取り外しや移動

も必要ないため、業疹負捉の嵯減が期イ寺できる。

25 Π

2

[導人台数1

10 手',

年

実施経過

導人後の課題や次年座';1

Ii川の石征'忍さ寧

2023年11月1日

~2023年12月12日

打~

年月日

10 ム

成式稼働からU数が浅く職nへのj,勺知を進めていく必要があり、介

没ロポットを川いての業莇に慣れていく。

パソコン上でしかモニタリングが行えないため今後戸定している

タブレットへの導人を進めて、史に介護ロボットを使刑できる機会

を翊やし利川打の小活バターンの把蝋につなげる。

ベッドや1',J辺環境、辿イ';環境によって111確なデータが取れるか変わ

つてくるため各業者ともイ,リ報共打していき効*よく述用できるよ

う検,il[していく。

ショートステイは人退所が激しく、ベッド移動も頻回な給介股ロボ

ツトと利川行の紐づけがずれやすく、管理をどぅしていくか検村が

必要になっていく。

年

2023年12月13日

~2023年12月21日

jD

機器の送定

ND ソフトウェア開発のアプリを施股で使

川しており、述動している VjtalbeatS3inl

を選定した。

2023年12月21

2024年3月'^

施設畷U

2024年3月

~2024年

実施内容

介没ロポット機器の発注

人札「_1:2023年12 j」 13 Π

契約1_1:2023年1211 21 Π

日

22日

2024年3月

~2024年3月

11

3月

介設ロボット機器の事前設定/枇築

日

24日

2024年3月18日

~2024年3月19日

介護ロボットの現地設定・藏験述川

18日

24日

施役職U

2024年3月25日~

従事者

試験述則に藁づいた状況分析

剖題点洗い川し

2024年3月25日

~2024年4月12日

株式会村.メコム職n

本稼働に向けた最終操作指導

2024年4月

株式会礼メコム職U

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

正式稼働

支払U :2024年

Futurelnk 畷1↓ 2 名

ND ソフトウェア職n

2名

13日~

正式稼働後の効果検';1[

検訓濠',i果に基づき業務改11;の継絖火施

施設畷U

3j」 25 11

Futurelnk 職n

ND ソフトウェア職a

施股畷U

施設職n

記
人
者



別記様式第8号

事業内容

砥

事

業

介護サービスの様類

者

介准ロポットの製品名

通イ,;環境整備の製品名

1リi

名

介護ロボット導入支擾事業実綾報告用

ヨ七

導人時期及び介数

礼会智井止法人舟和会"到工長庄司止松

名

冨コ

所属名

畷・氏名

事業完fn (支払ID

1ン別腫准老人ホームえんじゅ"

購人Xはりースの別

※該町する方に0を祀人

電,;舌番 1}

介護考井止施設サービス、短期人所小活介没

メ

[製品名]

パラマウントベッド(エスパシアシリーズ/1くA、N1712J)

使川状況

(使川する業務・使川頻座

笋)

ル

[導人介数1

[導人川

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部価指樣に菓づきポすこ

と(介綏時問の短縮、心按・

問按負川の嵯減効果、介綏

従U1行(利刑")の満足座、

収支の改泌など)

令和6年3jl

く購人ヲリース(契約期問

10 ム

令和 6年2 打 21 Π

ご利川行様がべッドで休まれている際に、起き上がりや航床した

際にナースコールされます。

f_ 1

定U数

2 実施経過

従来よりjι1り機器は床に敷くタイプのナースコールマットを

使川していますが、ご利川行さまへの対応が遅れてしまうことも

ありました。

今阿、↓ι勺'りセン'サー内蔵のべッドを導人したことにより、ご

利川者様がべッドからの赳き上がりやべッドから航れた際はすぐ

にナースコールが作動するため、ご利川者様の安令安心と職Uの

↓ι1り体制の強化が1刈られています。

5年7月25日

~5年7月31日

94 乳

年月日

導人後の,深題や次年座針

1Ⅷの確認等

年

5年7月25日

~5年7月31日

"~

5年7月25日

~5年7月31日

0導人後(翌年) 1年U~3年Π

j上Jり体;1'の強化を1刈り、ご利川ノ「1兼の安心安令をⅨ1りながら、

職Uの業枋効*化と介懲の負IH嵯減を図ります。

年

ベッド更新状況の硫認と追加更新の有無につい

て確認

5年7月25日

~5年7月31日

11 )

導入担当者・チーム体制整備

(導入・活用・効果検証の各担当者)

5年8月1日

~ 5年8月15日

実施内容

機種選定・導入時棚の検討

5年8月23日

実際に機器を使用する者(介護職員等)の意見

徴収

5年11月10日

ベッドの見積書徴収

6年1月15日

補助金交付申詰

6年2月21日

従事者

介護職員

補助金交付決定

6年3月Ⅱ日

介護職員

事務職員

ベッド売買契約及び発注

介護職員

事務職員

ベッド納品(使用開始)

介護職員

事務職員

ベッド支払日完了

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入口、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

事務職員

事務職員

介護職員

事務職員

事務職員

業実 績

業

事

M

人
占



別記様式第8号

出業内容

事

事業実紬霄

那

樂

介護サービスの柯!類

業

打

介懲ロポットの製品名

通イ,1環境整備の製品名

1リi

名

導人時期及び介数

介護ロボット導入支擾事業実績報皆用

株式会礼カインド・ホーム

名

事業完」'"(支払fD

所属名

購人Xはりースの別

※欣"iするノjに0を紀人

職・氏名

グループホーム沖郷【]Ⅱ樂j折排牙:0691900120】

電話播牙

使川状況

(使川する業務・使川頻度

七亨)

認知症対応剛共同小活介設

メ

[製品甲,] A1センサーセンティネア 3{センサ、カメラ}・如那价検用t体センサ・・1

[導人台数]センサーカメラ 35 台・介護川センサーna皿S 6 台

[導人Π]令1116 午リ] 23 Π

ル

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に」よづき水すこ

と(介纏時問の短締、1n接・

闇接負扣の嵯減効架、介設

従UI゛〒(不川U行)の満足度、

収支の改i11など)

令和 6年1打 31 臼

(ili^・リース(契約期問

お客様の↓ι丁り

24時問3備"使川

・センサーカメラ

利加古や家族にとっては安心に繋がっている。

畷Uにとってはりスクヘッジなので、これから尖際にセンサーが感

知し効果を火感できると門えている。

・ベットセンサー

ベットセンサーについては増股し令室に導人、夜問帯や看取り時に

満足度が品い。

2

定U数

導入後の,深題や次年座'汁

11h1の硴i忍等

実施経過

18 名

年

年月日

年
ー、.'

令和5年7Ⅱ~8門

打~

月

年

センサーによって今まで気村かなかったことに気づくようになっ

て負"!増に思う職Uがいる。センサーがない場介のりスク等の仙修

が必映。

月

日

年

令和 5年1 1j」 1 0 Π

日

令和5年11打11~17Π

jD

令和 5年12j] 1 Π

令和 6年 lj11 5 Π

現作、ベットセンサーを導人している。職Uがべット

センサー反応でj,i}室肪岡するが、訪岡の必要がない反

応も多数あることが分かり A1 カメラとべットセンサ

ーの併川で不要な劼剖 U磁nの負"D を削減したく導

人を検肘

令和6年]刀23

実施内容

令和 6年1 2 j1 3 1 羽

交付決定

.'、^

最終仕様決定

窕注

ベットセンサー、カメラ

令和6年1打31Π

職Uに対し機器蝦扱説明公を1{施し述爪脚始

門熟庶アッブにソいてフォローアッブ研修を太施し必牧に応じメ・

カーか見ωオンライン教介を行ラ

噂人川「冉は管jΨ冉、機器仂活川・効栄検"川'りは介継職nにより

避定とする、父災施内咋じ、ンいて1所内カンフγレンスで協議・北イ1

と寸ろ

尊人によろケアノju;の」ι1作L,劼市・1叫Ⅱけの智冉を検肘し利川占

牛希りズム改湃に努めろ

従事者

ロロほか0名

順次納品完」'

職U

代表取締役

支払い完」'

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

職U

代表取締役

メーカー

城U

代表取締役

,
乢
人
行



別記様式第8号

事業内容

那

・躯

業

介設サービスの柯!類

業

行

実績書

介設ロボットの製品名

通イ,;環境柴備の製品名

jリi

名

導人時期及び台数

介護ロボット導入支援事業実績報借用

株式会礼

名

事業完 1'1-1 (支払 11)

所屈名

購人Xはりースの別

※設"1する力'に0を紀人

畷・氏名

デイサービスカインド・ホーム萩小田【事業所排1}:0671900520】

電,;円番}J

使則状況

(使用する業枋・使川頻度

々理)

カインド・ホーム

近所介護

メ

[製,砧f,} A1センサ、センティネア 3(センサ、・カメラ)・Ⅱ那{介纓用乍休センサ・}

[導人台数}センサーカメラ 5台・介護川センサーaanS6台

[導人Π]令ネ11 6年 lj1 23 Π

ル

導人効架

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄価指標に菓づきポすこ

と(介纏時問の短縮、1n接・

問接負扣の幌減効果、介護

従解古q川Ⅱ打)の満足度、

収支の改円など)

イ>和 6年1 /1 31 1}

4i匝三1刃・リース(契約期問

お¥i:1兼の」七J り

24"子問 3紡Π使則

・・セン'サーカメラ

利川行や家欣にとっては安心に繋がっている。

職Uにとってはりスクヘッジなので、これから火際にセンサーが感

知し効果を火感できるとぢえている。

・ベットセンサー

ベットセンサーについては助設し令室に導人、夜ル予帯や看取り時に

満足度が品い。

定n数

2

導人後の課題や次年度,}1

1川の確認等

実施経過

18 名

年

年珂日

年
ノ、、J

令和 5年7 打~ 8jj

刀~

月

年

センサーによって今まで気村かなかったことに気づくようになっ

て負"1増に思う職Uがいる。センサーがない」島介のりスク等の仙修

が必要。

月

日

年

令利5年11打10Π

日

令和 5イ111 1 j11 1 ~ 1 7 Π

jl )

令和 5年12 打 1 Π

令和 6年 lj1 1 5 fl

現イ11、ベットセンサーを導人している。 1臓Uがべット

センサー反'で居室防隅するが、,坊問の必要がない反

応も多数あることが分かり A1 カメラとべットセンサ

ーの併則で不要な';方冏 U磯Uの負打りを削減したく勤

入を検,寸

令和6年1刀23

令和6年12打31Π

実施内容

交付決定

'■、ノ

雄終仕様決定

窕江

ベットセン'サー、ブJメラ

令和6年1Ⅱ31Π

職Uに文H"機鴇敬扱説明会を突施L述用開始

.リ熟1島アップに'ノいてブオロ、・アップ研修を'"施し必姜に応じメ、

カーか見ωオンライン敦介を行う'

゛1入川町占は砿・卯冉、機器の希用・効来検肱川"1は介役畷nにより

避定とすろ、父突施内響に、ノいて所内カンプノレンスで脇議・共イ】

とする

心人によるケアカ怯の」ι11τL、訪室・j1イ排けの,要冉を検肘し利川 X

t訊りズム改円に努める

従事者

ロロほか0名

頗次納品完」'

職U

代表取締役

支払い完」'

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務Π誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

職n

代表取締役

メーカー

城U

代表取締役

業
-
ー

"
人
行



別記様式第8号

1 事業内容

事

事業実績書

事

業

介簾サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

記入者

介體ロボット導入支援事業実頓報告用

導入時期及び台数

所属名

社会福祉法人みゆき福祉会

名

職・氏名

事業完了日(支払田

地域密着型特別養護老人ホームみ十ほの里

電話番号

購入又はりースの別

※誠当する方に0忘記人

地域密着型特別養護老人ホーム

メ

1隼1品名]

眠り SCAN 及び管理用ノートパソコン

ノレ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

1導入台数】

1導入田

導入効果

※導入によ0て得られた効

果に関するデータを客観的

な評価掲標に基づき示すこ

と(介護時問の短縮、直接・

問接負担の軽減効果、介護

従事者(利用者)の満足度、

収支の改善など)

令6年2月2 6日

@》 リース(契約期問

5台

・令和6年2月1日納品完了し、当日機器説明会を実施。当日より

試験運用を開始した。現在は夜間の利用者楳の状況をスマホとノー

ト型パソコンにて砿認をしている。

・機器の効果朗な使用方法を探るため、りスクの少ない利用者様か

ら導入とした。

定員数 2 0名

呼吸状態等把握することで、府取り対象者様の訪室時、職員の精神

的負担が軽減した。また、利用者様の一日の睡眠状態を把握するこ

とで日中の関わり方の検討資料とな0た。

導入後の課題や汰年度計

画の確認等

年 月~

2

0導入後(翌年) 1年目

暫取り対象の利用者様の訪室時、職員の精神的負担が軽減する。

また、事故発生時の原因究明に活用ができ、転倒事故の減少が期待

さオ1る。

OZ年目

データ収集により、ご和1用者への日中の関わり方が確立され、夜問

の睡眠の質の恂上が見込まれる。

職員の不要な巡視が減少することで、身体的な負担も軽減される。

実施経過

年

03年目

職員の身体的・精神的負担の軽減により、労働環境の改善が見込

まれる。

年月日

年
ーー^

月)

月

年 月

日

令和5年9月

日

令和6年1月

令和6年2月1日

令和6年2月

実施内容

介護ロボット検討委員会

業務の状況分析・導入計画の検討

令和6年3月

機器発注

令和6年2月26日

納品・機器説明会

令和6年3月下旬予定

運用開始

令和7年3月予定

使用職員アンケート実施

令和7年3月下旬予定

令和8年3月予定

従事者

支払日

ロロほか0名

職員アンケートの集計と検証

令和8年3月下旬予定

毎月1回

使用職員アンケート実施

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

職員アンケートの集計と検証

施設長他7名

使用職員アンケート実施

遠藤事務員

職員アンケートの集計と検証

遠藤副主任

他7名

介護ロボット検討委員会にて運用状況の確認と

活用方法の検討を行う

遠藤副主任

他14名

遠藤副主任

他14名

黒澤課長

遠藤事務員

他4名

遠藤副主任

他14名

遠藤事務員

他4名

遠藤副主任

他14名

遠藤事務員

他4名

施設長他7名



別記様式第8号

事業内容

事

事業実紬

那

業

介股サーピスの郁顎

業

打

介護ロボットの製品名

通イ,;環境整備の製品名

1リi

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

Ξ1ミ

導人時期及び介数

r二'

名

所属名

礼会補祉法人山形公和会

職・氏名

、!"業完 fe (支払fD

朴別養没老人ホームみこころの樹

川人父はりースの別

崇紘',1すろノjじ0を祀人

電,括播り

介護老人1岳祉施設

メ

[製品f,]

眠り SCAN

Wi、Fiアクセスポイント増設柴備

[導人台数」 10台

[導人川令和6年]打 23 Π

使川状況

(使川する業疹・使川頻度
片Y

ル

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な'十価指標にJよづきポすこ

と(介纓時問の短縮、1貞1妾・

問接負担の慨減効巣、介池

従事行(利用占)の満足座、

収支の收辨など)

購人・リース(契約期闇

令不U6年2j」 2 6 11

看取り期のご利川"様へ配讃し、 1'11使川している。

11Nり SCAN より得られたデータを活川し、ベッド上での乍活状況

のΠ1視化や師11N状況の把扶1を行っている。

2

定n数

メーカーより使川方法とデータの活川方松の研修会を火施しても

らい現イ11使川中。使川開始から 1力刀が過ぎアンケートを火施、現

在回答を染,;1中。十分な部価をできない部分はあるが、看取り期の

ご利川X様に使Ⅲし、呼吸状態、心拍数在りアルタイムで観察がで

き、休朋変化への迅速な対応に役立っている。

利川打の剛床前の動き U制望位、蹴床)の確認ができ既に役買済み

のj古丁りカメラとの迎動もしていることから事故防止と介没職n

の業拐の負扣嵯減にもつながっている。

実施経過

令和5年6月1日

~ 6月2 0日

84 名

導人後の,深題や次年座,Ⅱ

岡の確認等

年月日

年

令村15年6月2 6日

~7月31日

打~

令和5年8月28日

峨U研修やマニュアルを作成し、令職Uが機器操作に習熟できるよ

う環境を柴える。

峨り SCAN 導人後、介股畷Uへのアンケートを火施。見'丁り業疹

の邨減効架(,訪室への時問等)、職nの樂務負IH嵯減などについて開

き取りをし、"鉄にまとめる。次年座も殻経光する。

年

業務の状況分析、問題点の洗い出しを実が也。

令和5年10月10日

j l )

業者よりプレゼン・デモを実施してもらう。

ら導入機種選定、導入計画を検討する。

導入担当者:介護総括主任

導入・活用・結果検証担当者:全介護職員

実施内容

令和5年10月20日

事前協議書提出

令和5年11月10日

補助金内示

令和5年11月20日

補助金交村坤請書提出

令和5年12月22日

~12月26日

施設長、介護

総括主任他7

名

従事者

補助金交付決定

令和16年1月2 3日

施設長、

介護総括主任

介護職員

施設内無線LAN状況確認

令和6年2月22日

無線LANアクセスポイント増設工事実施

令和6年2月23日

~ 2月2 9日

眠り SCANI0台設買

令和6年3月1日

~3月15日

眠りSCAN導入業者より使用方法、活用方法

を学ぶための勉強会を実施。

※機器の選定から実鎖穀告時までの経紳や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

全職員に使用方法、活用方法の周知

介護職員効果検証のためのアンケートを実施。

実績報告。

介護総括主任

介護主任3名

介護職員

"
人
打



別記様式第8号

1 事業内容

那

事業実績

群

業

介設サービスの柿顎

業

占

1リi

名

介護ロボット導入支援事業実績報皆用

メ1ミ

介護ロボットの製品名

通イ';環境察備の製品乳

"出長欠島熊

f三■

名

所城名

職・氏名

介護老人保健施設うらら

導人時期及び台数

電話番リ

介護老人保健施設入所

メ

1Ⅱ業完」'Π(支払ID

[製品名1 パラマウントベツド

①エスパシアシリーズKA・N171]離床センサーベッド

②眠1つ SCAN NN・1520 眠1つ SCAN

[導入時期]令和6年1月[導入台数]各2台

ル

雌人Xはりースの別

※該"1する力に0を"人

使川状況

(使川する業膓・使川頻震

,1ゞ)

令和 6年3j1末ΠΥ,定

(Ξ1:::)・リース(契約期闇

定U数

うらら入所にて新年度、夜勤帯で4月から夜勤介護職員が

眠り SCAN NN・1520 眠1つSCAN を起動して 2週問評価して

評価結果をケースカンファレンスで、転倒・転落のりスクがある

方のアセスメント評価や夜間、尿失禁がある方の排淮アセスメ

ントを分析してケアプランへ、りスクマネージメントや排池計

画を立案する

導人効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な詐価指標に菓づきポすこ

と(介護時間の短締、心接・

問接負川の,際減効果、介姓

従出行(利川者)の満足度、

収支の改辨など)

100 床

年

介護職員がナースコールのべッドセンサー連動データや、行動

評価の記録と排池計画の記録をカンファレンスで分析できる

眠りスキャンの睡眠時、危険な行動の心理状態の原因の洞察や、

夜間の排池誘導のタイミングを把握し適切なケアができる

打~

導人後の課題や次年度.汁

向の耐琵忍等

年 j l )

2年目、入所者へ適切なケア計画で安全指導や見守りを実施で

きる入所者へ適θ寺决適な排池計画で排池誘導が実施できる

3年目、対応の優先順がわかるので、職員の心労や負担が軽減し

2 実施経過

ている

年月日

6年1月31日

適切な排池誘導により入所者の失禁が軽減し、オムツ交換など

の介助が減る

6年2月20日

エスパシアシリーズ KA・N171]離床センサーベッ

ド、眠り SCAN NN・1520 眠り SCANの納品確認

実施内容

6年3月未日予定

パラマウント社眠りスキャン

取り扱い説明会

6年4月末日~

7年4月末日

職員の習熟及び教育・研修計画・マニユアル整備

職員研修

従事者

業務部長

日下部

メーカー

使用2週間後のデータ分析しケアプランへ立案

効果の検証、業務改善の取り組み評価~PDCA

介護係長

金子

介護係長

金子

主任5名

入所部会

参加30名

カンファレン

ス参加6名

'
人
占

医療法人　宏友会



別記様式第8・号

1 事業内容

Ⅲ

喫

業

介段サービスの郁顎

業

打

実績書

介護ロボットの製品手',

通イ,1環境粧備の製品名

j折

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

施股長・介護

1三任・川!学療

法副 11任・業

務 11任・業打

介護a (蜘務

者令n)

轡人時期及び台数

社会村,1祉法人平田jリ小会

名

所 j禹名

野康園指定介護老人福祉施股(従来剛)

職・氏名

吋「業完」'Π(支払「D

電,;円於り

附人Xはりースの別

※該門する方に0を祉人

介綏老人む井止施役

メ

咋1品名1

セン'サーイ、」低床 3 モーターベッドー式(17 介)

使用状況

(使川する業枋・使川頻震

等)

ル

1導人台数j

[導人川

専人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部価指標に」'づきポすこ

と(介股時問の短縮、心接・

問接負IHの'修減効果、介護

従小占(利}11打)の満足座、

収支の改辨など)

令和6年2四28Π

171、

令ln 6年2 j1 28 "

則人リース(契約期問

導人後は、ヰ村こ転誹や転倒などのりスクが商い利川者に対して使

jljしている。使棚モードは槻ね「起き上がり」 Eードであり、ご利

川おの身休能力に応じて「動き出し」モードに設定し、あんしんの

紳に迎動して対応している。

ιJ11業所得1}:0673200267】

2

定貝数

・あんしんの緋との併川により、ご利川゛〒のべッド 1二での状態が把

援できることで頻阿な防室が減り1般nの業務負担が帷減している。

体チ轍暢心ではin1止のあるⅢ椅子用体飛.;1を述んで計測していた

が、ベッド上での訓定がnj能になったことにより職Uの業務負"1が

嵯減している。

"屯動べッドの導人により、ご利川行の休格に介わせてべッドの商

さを訓黎でき、ギャッジアップの際もりモコン操作で容易に胴整で

きることから、ご利川行の移釆時の負"{・修減、職Rの身休的負帆に

つながっている。

実施経過

業務.

36 名

年月日

導人後の'深題や次年度,汁

1Ⅷの確認等

年

令和5年4刀21Π

刀~

令和5年4打23"

夜勤時不穏要粂のある人居打対応の岡題を飢消するた

め、ベッドに兒'丁りセンサー内戚の機蘓を送定。また、

施設で使川している殆どがフランスベッドであり、他

メーカーだと操作方法等が異なり使川しにくいため

M2 を逸定。あんしんの紳に述動できるか硫認するた

め、フランスベッド、ユニティーネットワークと1「ち

介わせを行う。

年

・定期的にご利川行の身休状況とセンサーベッドのモードが適介

しているかを確認する機会が必要。

(・センサーに頼り切らずに、巡視でご利川行の状態を確認するこ

とは継統する。)

jD

令和 5年5 jj 1 2 "

実施内容

フランスベッド並びにユニティーネットワークから恊

力していただきデモをする。あんしんの緋に迎動でき

るか確認。

令和5年5門24日

業・井よりべッド内蔵センサーのメリット、デメリット

の説吻

令和5年6刀 7日

令和5年6刀22Π

センサー内1議べッド M2 のデモ。フランスベッドメー

カーより機能の,能1明。約2過闇べッドをイ片り現場で部

価。

従事者

施設長・介護工

任・N学療法副

1三任・業務】ミ任

令和5年7刀27"

令和5年11打10Π

メーカー来園しデモ機の引き_にげ。ナースコールとの

述動を確認良好。

令1「15年1 2 打 5 Π

センサー内1歳べッド M2部佃iについて、センサーの反

応も¥く危険もり.く察知できるとのことで高評価。フ

ランスベッド M2導人に向け見械もりを業'に依頼す

る。

施股長・介護

1ξ任・ 1,1!学療

法副 k任・業

務卞任・介護

U5名

令和5年12打25Π

令和5年12打29Π

令和6年2打28打

令和5年座山j例A介護ロポット導人支援班業四袖助金

募集の要」貞がj111き小,清邦1備に人る。

施設長・介護

11任・/!1!学光で

法副 1モ任・業

務・1ミ任・業ノ1

補助金交付決定

州那会で報告後、

人札快行、業打決定。

令和6年3打15Π

施股長・介護

11任・卵挙療

法副上任・業

務武任・業行

介忽U4名

売買契約

設殿完」'。介纓職Uに操作脱明

業イ〒支払い完」'。

・般競m人札の邦洲誠こ人る。

業拐咲任

行

施股長・介護

1ξ任・業務 1Ξ

任・介護n

業

火紬報告

施股長

1'任

業疹.

施設長

It任

業
-
ー

"
人
行

医療法人　宏友会



別記様式第8・号

1 事業内容

事

事

業

介護サービスの樋類

業

打

1リi

介世ロポットの製品名

通{'1環境整備の製品名

名

介護ロポット導入支援事業実績報告用

従事者咲療法人徳洲会

名

所属名

導人時期及び台数

職・氏名

咲療法人徳洲会介池老人傑健施設梅花苑

氾話排"

介護名人保健施股

4「業完」' H (支払ID

メ

瓣人Xはりースの別

※該',1するノjに0を,氾人

[介雄ロボット]:パナソニックホールディングス株式会礼「ライフ

レンズ'ザ・ー・ビス」

"血イ'i環境柴備]:バナソニックマーケティングジャバン株式会制.「ネ

ツトワーク環境枇築_「事」、 TB・ey0株式会礼「クリアトークカム」

[導人介数上ライフレンズサービス 100介

クリアトーケカム20台

[導人 1Ⅱ:令ネΠ 6年3 j1 22 Π

ル

使川状況

(使川する業疹・使川頻度

ギ')

1雅人リース

令和 6年4jl

jιJり機器:100 床のへ'ツドに体動センサー、各居室に映像センサーを役置

夜判ナ帶の看設胤U 1名、介懲職U4名の5名休制の中、夜剃川"才

1時間に 1度、,il・12 川/Πの定期巡視による利用打の安否確認を

尖施してぃたが、ライフレンズ導人以降、利川占の様子確認におい

てはライフレンズの管理脚Ⅲli上で状況を延期的に確認し、支援が必

妾なガに対し訪室を行う述川に変史。

導人効果

※導人によって、得られた効

果に関するデータを客観的

な部価指標に栞づきポすこ

と(介纏時闇の短締、心接・

問接負}Hの幌湘効果、介設

従'f行(利川行)の満足度、

収支の收辨など)

定R数

(契約期闇

30 "

100

導人後の課題や次年度,;1

1川の確認等

インカム:職U問の情帳共イi等に使川(24時闇)

年

ライフレンズのシステムを活用し、夜問業務における定期巡視を

半減~个減にし必要な方のみの訪室に変更することで、畷Rの夜問

業病の効*化や休憩時問を耐創呆など疲労幌減が岡られる。

また、同時にインカムの導人により、職U問の所在確認が奔易に

なり、付報の典打もスムーズに行えるようになり、移動に作う身体

的負捉の,畔減が1刈られる。

ライフレンズ及びインカム使川による業務時問の短締効果や職

Uの満足座については、導人前後で業務址分析や職a満足度剖介を

百い、導人前後の効果検証を尖施予定。(導人3 ケ1Π髪)

リーダーとなる職nがフロア職Uに対し、操作や活川方法等を

定期的に指導し、活川定着化への取り紕みを1刈る。

運川 3 ケj1後の検,;111(導人前後の業務負荷/疲労度等の訓介)

を行い、調介粘来を踏まえた岡題点の沈い出し、課題対応/導人

'汁1岡の修111・{写検,付行い、職Uの満足度の向上、業務の効*化を

進めていく ro'。

利川行の牛活りズムや夜問帯の状態把蝉を行い、支援が必要な

利川おの逸定を火施、定期巡視の廃止に向けたデータの蓄械を行

つていく f,定。

2

打~

実施経過

2023

2024

年

年月日

2024年2月

メーか 2~6 名

jD

※機器の還定から実紬級告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれ.ば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

2024年

2024年

日~

日

メーカーによる現地調査

事の内容の確認

5日

2024年

2024年

2月

3月 メーか3~5 名

取り扱い業者へ見守り支援機器および、通信環

境整備(wiFVインカム)

正式発注・システム手配

2月

3月

2024年

実施内容

職員 4名

職員 5名

職員 7名

メーカー3~5 名

見守り支援機器および、通信環境整備(wiFV

インカム)設置工事およびシステム設定

日~

日

3月26日~

設殿場所、必要な工

職員への導入説明

サービス施行運用開始

職員への説明、定着に向けた勉強会(メカ・,1,],.射

サービス運用開始

職員の理解度向上と活用定着化への取り組み

業実

月
月

年
年

日
Π

歌
口紬-

ー

紀
人
打

Ⅱ
1

4
7

器
而

0
2

2
2



別,己1茶ノC染 S IJ

艇業内智

望水

災小

介護司

1 オ

古 打 U 公kム;1Ⅱ大 IJ設厶会

1■別碇護老1、ホーム鈴川敬41何仇所

ヒス山郡兆

樂大紬

ほか

介護1]ポット山製".を,

通仁環嶢泌備山製"'名

ー"

介護ロボット導入支援事業実繍蝦告用

湧入瓣捌及びh数

11'
',

喫y

畷入又け

「'

鞭、獣"'心'゛ 1■N"●

j'日(支払")

【製ム,',名]

§Kり SCAN

W1 1'i

)ー、スσ"列

方{こ'を'ι入

仙用扶況

q史川司

)

ド兎入台效] 15台

1熱ノ辻打

誰人勤!1

業務・使j"顎jl

令和 6年2 " 29 11

令和 6 郁;]Ⅱ 2S 打

薜人によコτイ!1C'え1たり」

果に関71るデータを冉観的

〔1職人゛リー・ス(タN勺翔岡 忙 門~
^ ^
^^

鎚業務、 M報11、何業務、'ゞわR業務を・一又、通貫で行うことが珂能

となコている介護ソフト a { ND ソフトほのぽの nC飢}

鈴擬M、情報共h咲務、i清ボ業務等

^

な諄価指標に11ゾき示司

上(介護"朋の鉾縮、1臼1立

剛接Q扣山督誠幼雫.介幾

排,",1;イ利用,!;W"1満 1ι"

収戈山改再など)

他川閥曜IUΠ24"闇,

1

十一ーーーーー

介護"村糊ω乍誹薪、{N接・闇接負担山幌減効果。

介護瓣ナ剛山鯨締に仟ら、継務効ぷ化,

システマチックに刊川吉山健康管理力1てき、生産竹山向上を圃る

_とかできる,

通、入後山課題や次年虎餅

11t管1¥がてき、乍N"山m11.1図心ことかてきる、

ハ3卸目

勤喫1金'11_をi」いなかC,1{はい1'削力1厶を WI"L 、上り業務山切中

化をNることができる、

1山川)硫'己、'

リ1県1余,1」[を行L.ゾよか心よりよいi'・用方1ιを見川 L 、より柴務Uン功

化を獅心ιとが、Cき心,

'J 火施将過

^^^^^^^^^^^^^

[

原人後山課題

戈際憐器をi舌用し,令職nか仙川てさるよう会鼠・州修を湖催し、

介護a村討山1リ鞘と業舟山効*化を1丁い、いかにりリ對'1_山向 1:1二繋U

カ.力1,照題で島心,

0」斥人後(WⅡ') 1 Ⅱ.tl

介護時1切山1髭縮、 1h.掖・湖接負川山申ιル翠力果

2 砕H

介謨Π討碍U,北豆慾に什シ.業防勤牢化、シτテ、マチノソに刊刑者山織

年

介三jl u

"ー、、"

旺j

松"

2打

i、、i

1 「1

29 11

1実際に機器を仙川する者山意見1捻取
ーーーー T-ーー,、、ーーー-1-ーー、ーー

Iwi、f】 11'j}

実施内祥
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

機1爪選)だ・」尋人'1'仙IU)検,;す

弊入扣当 X ・・チー1、体制幣備

2 jl

2 11

6午

7Π

9日

2月

^

6午

6〒

羽Π

3月

3月

曜りスキャン

J^

6年

I EI

0I U

賊貝仍晋躍A及び教育・研修引'沖1

導人によるケアカ法の見mし予定

3 jl

3Π

6年

1 1_1

31 U

暫人

効牙H灸"山尖施、劒果検証山ミ'果に」'づ1・、たX

3月

磋'"占

ゞ羽鵬沌ほか

9イ

6午 3野

務改再の取前H灸,、j

契約U

豁H

※1遅器の選定力"y典頴村U!i時まで山経綺や契約口、斗1入Π、だU、日表"幟すること。

予導入 L孔!や従事舌が分かるも山であれば、繋務Π砧WでもⅡj。

※出唯'111hΠ井ωスケジコーⅡ,に介わせて作成するこ上。

立払日

1、、

菊池純

9 t'

・ほか

靭池純・

9タ

三
η一

6

6

,
一

ノ
上

.

.
一1

6

ノ
ー6

」

一
二

ノ
」6

戸
i



別,己イ爪式第 S り

ル i
喫業内容

■
^

乢 1畿.1〔1,↓

屯'},眠 1,-t,ι

1',;1.公1;,井1卜i去人敬 li会

名 4寺"リ艦、護巨ノ、ホ・ι、沼イ、敬野1朝

'イ

,

介護・リー・ビス山f小打1 介護老j、1岳祉地心定a粒「、29乳
[製",御

介護Uホット山製",色 RNり SC<N

通イ'畷嶢繋備山製'Y,名 WIFI

尊人叶期及ひ台数 1導入台署U15台

業

埜

占

尖紬

介護ロボット導入支援璃業実緬奴告用

*染完』、日(支払!ヨ)」_令和 6 午;}" 27 fl
購人又{、1井ース山別

! 1}、"i'1 る力1、1、立・配へ

倹則状況

q史用する業靭・や卸U1蜘慢

等゛

1卵1入田

遮人効果

噂へに上コて得られたり】

雫ヒ11小1 る〒・ータを客棚i内

な'十価指標に、」轟づきよ司 C

凸【介護時問ω驚紹、心怯

司接負扣山輯敲幼県、介護

従小打仟1川リD山尚足腰

収セ山改誇など}

{麟人}リース(契劃N場問
^

紀鉄鷲務、估報jtイi業務、

となコてぃる介護'ノフト色

紀鎚葵病、情報せh業務、

仙翊噸浅地日別時闇

令和6仟2"29日

・介幾時問山知紘、心按・湖按仇扣ω軽減効禦。

・介護a制附山無i締に件ラ、業殉卦f心化、

圷

請求業務を

( ND ソフトほσ)ほσ)1Wxt

研求業務等

斥入後d力押題や次イ1N.汁心小か6甲題で上る、

n遵入修(Wイ脚 111 酪

介護"、^幡1山匁湖、 1n按・闇接負扣山軽減勃巣介護"、^↑Ⅱ

介護"1謡山加翁"こ什)、芋防幼半化、システマチソタに列翊占U〕俺 1介護"繊

ンステマチヅクに利用占山健廩徹'理ができ、!1 産竹のf司しを則心

、ニ]・カ{-C きしふ、

画山硫'器誇

jl )H~

・気通貫で行うことがΠ」能

り"札栓,証きljいな力」i、,J、"よい枯増カルを見川し、 J、り咲務ω効

*化長Mるしとかできる'

尖施経過

ー-11貧弧'判!がで込、 11.Z+1_山肺」 1.を1・4る C とか、C δる,

遮入後山課匙1

尖際桜器をi'ξ11H一个繊nが仙翊できるよ')会議・矧修を閣併し、

介護0、'f問山鯱縮と業務山捌1仁化を何い.いかに1産竹の和11.{こ繋U

"

仟月打

J"、"

t、〕 3 ".H

女が札枯削をijいなかC,よりJ、いi'川力d、主見出し

化をk1るι上力1、Cきる.

6臼

6,手

W村

2月

J^

6年

I fl

29 Π

'1ガ血広"ゞ

業務山状況分析・闇1麺点仍洗い川し

機柯唖切"・導人'J 1由1山検肘

導人扣'η占・チー1.休11,1上整備

t矧際じ桃器を使用する・占の恵見岫取

WI、n 11リ}

2月

2 jl

6十

90

2 jl

ノ叫、_

29 H

3月

3 1}

1眠"スキャン

ノ叫、_

6年

6午

1 11

31 11

J、り灣1拘山り」・1!

職員の習熟及び、段台・研修,ト仙」

導人によるケγ力i去山見仙.しΥ・定

3月

3牙

6年

-1..
^^^

1 111

,〕1 Π

心人

__L__j匝!1f舌1、1_

効果検河Uj心施、効果検胤y局研果に扶づいた鞭

務改円山取剥●分'寸

3 jl

6午

7H

鈴人ナ、帖ば小

9色

3打

契約日

^^^

27 H

立払 1_1

※機器の選定から熊艇NIH91埒まで山郡影1.や1氾約日、導人U、之U、11を記織する

※導人岼¥や従嘔占が分かるも仍でおれぱ、業務Ⅱ誌笘ても可。

※事鞭計画洪Wスケジューj1イこ介オ?せて作成すること。

_______________^

鈴木大輔ほ力

9 f',

鈴木大帖ほ力

" t,

9

[
i

J
:16

年

6 午

6

-
ー

.
リ



別記様式第8号

事業内容

那

事業実績書

喫

業

介姓サービスの神顎

業

行

介設ロボットの製品名

通イ'環境峡働の製品乳

1折

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

介護従事者

ICT委員会
介纏出故対策妥n会

導人時期及び台数

判.会智井止法人天市福祉jリ牛会

名

所属乳

職・氏名

那業完」'Π(支払ID

4!1別擾護老人ホーム清女園

電話番リ

購人Xはりースの別

※該',1するノjに0を,祉人

介纓名人村井止施没

メ

[製品乳H導人台数1

11Nりスキャン(パラマウントベッド株式会社)

モバイル,譜ボ 10台

ル

使用状況

(使用する業柄・使川頻度

キ=)

1導人川令和 6年3刀

導人効果

※評人によって得られた効

染に関するデータを客観的

な舒仙i指標にjよづきポすこ

と(介,准n与冏の短縮、1n接・

冏接負IHの,際減効果,介護

従那行(利川.行)の満足度、

収支の改辨など)

令和 6年3 j1 28 "

(i亟1^リース(契約期闇
当施股は3つのグループに分かれておりますので、各グループ2台

ずつ使刑い癒11N状態の把援ができていない方へ使川し、適切なタイ

ミングでの排紲ケアや体朋変化の「11、期察知、看取り介設時の体訓変

化の察知に使川する。モバイル端太を史新し、モバイル端末より状

況を舶時硫認する。

2

定U数

実施経過

令和 5年Ⅱ月21ヨ

80

年

6ム

月

令和5年Ⅱ月

導人後の課題や次年度';1

1叩の確認等

年

介設従水占への禍足座胴介を f,定。

日

円~

令和 5年Ⅱ月20日

年

令和 5年12月20日

広帳・1CT委員会にて状況分析、問題点の洗

い出し

導人に作う研修の災施やマニュアル作成、機器操作の習熟を侠1り、

日常朶務へ取り込めるようにする。

導入機器送定

眠りスキャン 6 台

モバイル端末 10台

jj )

令和 6年3月27日

実施内容

業者へ見稙り依頼

令和 6年3月28日

業者へ発注

令和6年3月以降

納品・機器導入

支払

従事者

広帳・1CT 委

員5

取扱説明会

導入研修会

施設長・事

務・広報 ICT

委員3名

睡眠データの活用法検討

導入によるケア方法の見直し

事務員

効果検証の実施

職員へのアンケート

介護事故・ヒヤリハットの検証

事務員

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

ICT委員会

介護従事者

事務員

ICT委員会

介護従事者

介護従事者

"
人
行



別記様式第8・号

1 事業内容

東

取

業

介護サ

業

占

1りi

介没ロポットの製品名

通イ'1環境柴備の製品名

名

ビスの様顎

介護ロボット導入支援事業実績報皆用

施設長ほか4名

Ξ1大

社会k'井止法人天市智,井止Jリ牛会

r-1

名

所憾名

導人時期及び介数

職・氏名

明迄国1ショートステイセンター

電話番り

短期人所小活介没

事業完」'Π(支払ID

メ

雌人Xはりースの別

※膜汽する力に0を祀人

[介准ロボット製品名]

賦りスキャン(パラマウントベッド株式会礼)導人台数3台

非}人Π:イ)和 6年2 打 19 0

{通イ'環境整備製品乳]

Ii-Fi 1二斗f 火施11 :イ)1Π 6年1 打 31 Π

デジタルインカム(ティービーアイ)導人台数2 介

導人 11 :令1【1 6年2 j1 19 Π

ル

使川状況

(使川する業務・使川頻度

竺)

令和6年3打25Π

邑直11刃・リース (契約期問

労人効果

※導人によって得られた効
果に関するデータを客観的
な評価指棣に」上づきポすこ
と(介護時問の短縮、心接・
問接負扣の嵯減効果、介股
従事行(利J11者)の満足度、
収支の改辨など)

鵬りスキャンは 3 台導人。対条打は、夜問浅峨の方、睡眠状況を把桝

したい方、体剖変動のある方を中心にピックァップし、利川期問中に

活川して唾眠データの染約を迅めている。

デジタルインカムは介纓職員が常時裴着し、介纓職員闇または併股本

仏1.h姿の看池職nや介護職Rとの佑報典イjの円滑化、小し送りの簡業

化などの業務効*化に役立てている。

2

定U数

実施経過

年月日

玲名

峨りスキャン導人により睡11N状況を1寸視化することで,睡峨状態やべ

ツド上での状態変化に介わせた佃別対応、転倒などのりスクヘッジ対

策に効米を允判;している。また、当該佑報をビ劣U俣とも熊イjすること

でイ11宅介纓にも好影縄をもたらすと期1寺している。

デジタルインカムの」,.人により迅速な仙般共イjが可能になり、 11に少

人数仏;1何となる時問楊の職nの述絡下段としてイi効に機能している。

業枋の効*化が図られ、働くスタッフの体力的・心門!的負IH艸減に寄

り.している。

2023年8月2日

導人後の,深題や次年度'il

11hjの税飢忍等

年

20器年10円 100

打~

介護ロボット導人機器の避定打ち介わせを行う。

今年座はショートステイフロアの辿イ,1環境惟俳と、イン

カム、峨りスキャンの導入を決める。

2023年10円 190

介緻ロポット等の機器操作の習熟を「川り,介纓従事ノ〒の負}H航消、離

職者の減少、ケアの品質卸才寺、この 3 点の導人11的が達成できるよう

適UJに述川する。

次年座は、安峨を妨げない側別ケアの火践、睡眠データから動き川し

をΥ,訓し転倒】J スクを低波させる,これらを電点羽標にする。

年

2024年1円 22 0

jj )

絲営会議内で介池ロボット導人機器、台数等について

事業,Ⅱ'1111i内容を確認'4、る。

実施内容

2024年 I H 30日

~2024年1 1」 31 0

補助金交付小,消下絖きを行う。

2024年2 " 9 0

無線LAN にU訓アクセスポイント増設)打ち介わせ

無線 LAN配線 11事の突施

2024年2 " 19日

従事者

熊線 LAN _11Uf1曼支払い完 1'

施設1てほか 5名

2024年3 " 25日

眠りスキャン導人に作う辿イ1吠況確認、接統IP アドレス

の確認、サーバー設置の確認。

11Nりスキャン、インカム機器等股磁。

ソフトインストール作業・サーバー股羅仟業・通イ,;確認、。

取扱い説明を受け、述川を朋始する。

※機器の選定から実紬報告時までの雜紳や契約日、導入口、支払口を記載すること。

※導入下程や従事者が分かるものであれば、業務Π誌等でも"1。

※事業計1師書のスケジュールに合わせて作成すること。

施股長ほか

10 名

事勃担当打

11Nりスキャン、インカム機器等股殿費支払い完 f

施設長ほか 1乳

業実 -
ー事

祀
人
打



別記様式第8号

事業内容

解

事業実績

事

業

介護サ

業

打

介護ロボットの製品右

逓イ,1環境柴俳の製品f,

1リi

^

老

ビスの稀顎

介護ロボット導入支援事業実績報缶用

導人時期及び台数

株式会礼タイヨウ

名

所 1'老

職・氏名

J"業完 rn (支払ID

ソーレ寒河礼

雌人Xはりースの別

※誠町する方に0を"人

電話暴リ

1"心施設人1'打、1ξ活介渙指定出業才〒

メ

[製品名1

SCAN eye、 SH、M20AX、B(スマホ)1鵬り SCAN、 11民り

[導人台数1

11民り SCANO0 台)、峨り SCAN oye(2 台)、スマホ(3 台)

[導人田令和6年3刀 13 臼

ル

使川状況

(使川する業枋・使川頻度

等)

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指棣にjよづきポすこ

と(介准時問の短縮、1ん接・

問接負担の,仔減効果、介維

従事行(利刑者)の満足座、

収支の收辨など)

令和6年3打29Π

雌人・リース(契約期問

納品なったばかりでまだ、使川していません。現作使川する人居打

を送定中です。

2

定兵数

実施経過

令和5年2月28日

年月日

46 名

導人後の'深地や次年度'11

1Ⅷの確認等

年

2023年31] 60~

納品なったばかりで使川した効架の検胤は川来ていません。

jl~

2023年61]~

年

2023年81} 1日~

2023年8 j} 280

「眠りSCA入勺基本勉強会

(弊社複数事業所合同勉強会)

・業枋の効*化と業疹負"艸習咸。スタッフの心身負扣の嵯減。

先ずは 1:で 1・.げたΠ標の逹成をΠ指す。そのゐにも、以前から導人

している削ql:他施設も含めて勉強会を行い、Π標達成をΠ指す。

jl )

「11民り SCAN

入

2023.11.10

実施内容

スタッフから m民り SCAN、眠り SCAN eye」増

台希望の話あり

2024.3.13

5 台」「眠り SCANeye

補助金事前恊議書の作成、捉川。

2024.3,29

補助金交付決定

2024.4

判]品・而窒艦・a窒定完了

IfU の勇

従事名

※機器の選定から実績帳告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

20 名

支払い完了

4名

仟眠りSCAN」使用施設社内勉強会」予定 20 名

書

,
ル
人
打



別記様式第8号

] 事業内容

喫

事業実績書

邪

り・

介護サービスの何1類

榮

占

介纏ロボットの製品名

通イ,{環暁鼎備の製品名

1リi

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

導人時期及び介数

20 名

株式会礼タイヨウ

名

所属名

事業完γΠ(支払ID

畷・氏名

雌人父はりースの別

※該「する力じ0を尼人

ソーレ占棟

電話緋り

ヰ↓定施設人1,,1行小活介護指定那業打

メ

[製品名】

11民り SCAN eye

[導人台数1 3介

[導人田令和6年3刀 1 3 Π

使川状況

(使川する業物・使川頻度

隼1)

ル

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを染:観的

な舒価指標に」よづきポすこ

と(介護時問の短締、心按・

問按負択の,傑減効央、介股

従4工行(利川打)の満足座、

収支の改il;など)

令和6年3打29Π

購人・Jース(契約期間

納品なったばかりでまだ、使川していません。現在使川する人jJ;/1

を避定中です。

2

定U数

実施経過

2023年21] 280~

44 名

年月日

年

導人後の課鼬や次年度,;1

1川の確認等

納品なったばかりで使川した効果の検肌は出来ていません。

2023年21} 28日~

打~ 年

2023年511 22 Π~

印民り SCAN

入

・業膓の効*化と業務負訂艸冷戒。スタッフの心身負捫の幌減。

先ずは上で ltげた1_1標の達成をΠ指す。その為1こも、以前から勇人

している軌ql:他施股も含めて勉強会を行い、 U標述成を1_1指す。

j])

2023年611~

「n民り S CAN」運用委員会川j常(各施設の m民り

SCAN」担当者勉強会)

実施内容

4台」 m民り SCANeye

2023年81」 1日~

2023年811 28 Π

m民りS CAN」運用委員会川1応(各施設の m民り

SCAN」担当者勉強会)

2023.11.10

スタッフから m民り SCANeye」増台希望の話あり

2024.3.13

1台」の導

補助金事前恊議俳の作成、捉出。

2024.3.29

従事者

20 名

補助金交付決定

2024.4

4名

納品・設置・設定完了

支払い完了

「「眠り SCAN」使用施設社内勉強会」予定

※機器の選定から実績帳告時までの経緋や契約日、導人日、支払日を記幟すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

"
人
占



別記様式第8号

事業内容

那

事業実績

業

介裟サービスの郁類

υ・

占

1リi

介准ロポットの製品名

通イ';環嶢整備の製品乳

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

ヨ七

タ,

株式会社タイヨウ

1ヨ

所屈名

轡人時期及び台数

ソーレ巾桜田

職・氏名

介准列坊ヰ""施設人j,,:打牛活介護

電,活得り

[製品名】

1嘱り SCAN、 111CI? SCAN eye、 SH、M20AX.B(スマホ)、 HpproDesk

40O G7 SFF、 PHILIPS 被品ディスプレイ 21.5 型、 WAPS、

AG1266DHP、 BS、GSL2008P

1導人台数]岻り SCAN(8 介)、眠り SCANoyoa 台)、 SH・M20<X・

B(スマホX2台)、 HP P如Desk 40O G7 SFFa 台)、 P1ⅡLIPS液品デ

イスプレイ 21.5 剛(1台)、 WAPSAG1266DHP(6 台)、 BSCSL2008P

HUB(2 台)

{導人田令和 6年3j」 13 U

メ

事業完」'"(支払ID

購人Xはりースの別

※該"1する力'に0を,,己人

ル

使川状況

(使川する業務・使川頻度

等)

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを響観的

な評価指標にj'づきポすこ

と(介護時闇の短縮、心接・

問按負川の嵯減効巣、介纓

従』Ⅱ者(利川行)の満jι座、

収支の改汚など)

令和 6年3j1 29 Π

雌人・リース(契約期問

定U数

2

納品なったばかりでまだ、使川していませノし。現イ11使川する人j',1打

を進定中です。

実施経過

44 人

2023年3 打~

年月日

導人後の課地や次年度,汁

1冊の硫認等

納品なったばかりで使川した効果の検証は川来ていません。

2023年411 10 0

年

2023年8円 10~

2023年81] 28日

打~

スタッフから肌民り SCAN、

希Y!の';舌あり。

・業枋の効*化と業拐負担,畔波。スタッフの心身負択の嵯減。

先ずは上で HチたΠ標の達成をΠ指す。その為にも、以前から導人

している弊社他施設も含めて勉強会を行い、Π標達成をΠ指す。

2023.11.10

年

印民りSCAN」を使川している馴qN四危,没の見学

実施内容

jj )

2024,3.13

補助金事前協議書の作成、提出。

11民り SCAN eye」導人の

2024.3.29

補助金交付決定

2024.4

納品・設置・設定完了

従事者

支払い完了

4名

仟眠りSCAN」使用施設社内勉強会」予定

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

20 名

"
人
占

1
一
!
一
一



別記様式第8・号

事業内容

水

喫業実績書

那

業

介設サービスの柯!類

業

行

1リi

介准ロポットの製品名

辿イ.1環境藥備の製品老

f,

介護ロボット導入支援事業実績報皆用

祀

株式会礼タイヨウ

宇,

所属名

導人時期及び介数

職・氏名

ソーレ天唯

電,折番リ

介護予防4↓定施,役人j',}占小活介護

瑪業完」'Π(支払ID

メ

[製品マ"]

11Nり SCAN、鵬り SCAN eye、 HpproDesk40O G7 SFF、 PHILIPS

波",ディスプレイ

{導人台数1

11民り SCAN(1 0 台)、峨り SCAN eyea 台)、 HpproDesk 40O G7

SFF(1台)、 PHILIPS 被品ディスプレイ(1 台)、

[導人川令和6午3 打 13Π

雌人Xはりースの別

※該町するbに0を"人

ル

使用状況

(使川する業疹・使川頻度

竺)

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な'甲価指標に」よづき示すこ

と(介,没時問の短縮、1ん接・

闇接負州の帷減効果、介纓

従串行(利川打)の満足虔、

収支の改辨など)

イ)和 6年3 jj 2 9 Π

剛人リース(契約期冏

納品なったばかりでまだ、使川していません。現在使川する人1',}者

を選定中です。

2

定貝数

実施経過

2023年31]~

42 右

年月日

導人後の課題や次年度,Ⅱ

11川の硫認等

納品なったばかりで使川した効災の検'は川来ていません。

2023年4 j] 10日

年

2023年8 H I 0~

2023年8月280

刀~

スタッフから川民り SCAN、

希q!の,;円あり。

・業務の効*化と業枋負扣嵯減。スタッフの心身負撹の幌減。

先ずは上で NナたΠ標の述成をΠ指す。その期にも、以前から導人

している弊礼他施,没も含めて勉強会を行い、Π標達成を1Ⅱ旨す。

2023.11.10

年

川NりSCAN」を使川している鄭礼他施設の見学

2024.3.13

jD

実施内容

補助金事前恊議書の作成、提出。

2024.3.29

11Nり SCAN 町e」導人の

補助金交付決定

2024.4

納品・設貴・設定完了

支払い完ア

従事者

「「眠り SCAN」使用施設社内勉強会」予定

4名

※機器の選定から実績帳告時までの経緯や契約日、導入日、支払口を記幟すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

20 名

人
行



別記様式第8号

事業内容

取

事業実績書

班

業

介護サービスの飢顎

業

打

介.准ロポットの製品乳

通イ,;環境柴備の製品乳

}折

名

介護ロボット導入支援事業実績報皆用

導人時期及び台数

礼会告井止法人新庄かつろく会

右

所鵬布

職・氏名

事業完 fn (支払Π)

介没老人保健施股新庄業師幽

川人Xはりースの別

※敘「するbに0を"人

電,誘番1}

介纓老人保健施股人所サービス

メ

{製品名]

株式会ネ1

ル

使川状況

(使川する業枋・使川頻度

竺)

[導人介数]

[導人田

リンクジヤパン

導人効巣

※尊人によって得られた効

米に関するデータを客観的

な艀価指標にj'〔づき水すこ

と(介,没時間の短締、11'〔1妾・

問接負扣の,悼減効果、介設

従水゛〒(利川行)の満足度、

収支の改辨など)

<1邑11^、リース(契約棚闇

令和6年2打 29Π

70 ム

令和6年2打29日

0定時巡視以外での↓上丁り

1ξにはfルΠ 19時~モ里Π 8時の夜問1Ⅱ

0蹴床センサー作動時の動作確認

re M amoj

2

建n数

実施経過

(令和 6年3 打 111D

R4年10月

~R5年2月

6 0床

年月日

0設陞完」'から報化までの期問が短いため、矧1かし球'力果はイ新川であ

る。

0蹴床センサーを使川している利川打へのlt1りがスマートフォ

ン等で硫認できるため、夜蜘帯での劼室頻度の減少あり。

年

導人後の'深題や次年度,fl

向の確認等

R5年3月~4月

"~

R5年4月~5月

R5年7月~8月

年

見守り機能のある福祉機器の佶報収集

0股殿完」'からの報告までの期問が短いため、課題は不明。

0畷aの業務負打!の,畔減になっているかのアンケート開介の火施。

0べッド1.'1捌でのひやりはっと・JⅡ故発乍状況の検'1〔ができる。

R5年8月~12月

J I )

Wi,Fi環境での見守り機能がある福祉機器の見

積もりを依頼、同時にオンラインでの製品説明

を受ける

実施内容

Wi、Fi環境の調査依頼、羽査を実施

R5年11月17日

デモ機の硫認

各職種参加により、実際の見守り機能対象者を

どのように選定していくかの検討

R6年1月9日

R6年1月~2月

各ユニット、各職稙で見守り機能対象者の送定

現時点での鮓床センサー使用者の身体・精神状

況と離床センサーの必要性の再硫認

機器使用における注意点の説明、マニュアル作

成

1月17日~31日

R6年2月8日

R6年2月19日

~25日

見積合わせによる納入業者の決定

従事者

業務検討委員

売買契約の取り交わし

本人・家族への見守り介護ロボットの説明、カ

メラ使用の同意・硫認

R6年2月29日

各主任、業務

検討委員会

R6年3月1日~

各居室へのネット回線準備工司又スズデン)

インターネット回線開通(NTT東日本)

事務

R6年3月11日

各主任、業務

検討委員会

カメラ等、設備の設睡(スズデン)

動作硴認(蔵王サプライズ・スズデン)

※機器の選定から実績帆告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

各ユニット、

安全対策担当

委員、全職種

機器の引き渡し

使用開始

・使用上の不明点の洗い出し

事務

支払い完了

事務

事務

事務、介護主

任

事務

介護・看護職

員、業務検討

委員会

事務

会

,
乢
人
行



別記様式第8号

事業内容

出

事業実績書

喫

業

介没サービスの荷類

打

介護ロポットの製品名

通イ,1環境懐備の製品名

1リi

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

導人時期及び台数

株式会村_ユートビアライフ

名

所属名

職・氏名

事業完」'Π(支払ID

介纏付イi料老人ホームやすらぎ苑仁"業所排号

電,話番η

購人Xはりースの別

必該町する力に0を祉人

(Υ小力)剖f定施設人1,ヰ者小活介設

メ

[製品名]際床起き 1二がりセンサーアンシェル(鞁水化学 1:業(株))

ル

[導人台数15 4台

[轡人川令和5年1 2 jj

使川状況

(仙川する業務・仙川刷i喪等)

令和6年2打29Π

4区:::Dリース(契約期問
介護付イi料老人ホームやすらぎ苑において、人居舌の就寝時や午

唖の際に使川しています。

使川する業務として

・人居行の恬報Ⅲ重眠・党酬・起き上がり・際床・呼吸数・心拍

数)をりアルタイムで訂1視化し、業莇の効*化・職Uの負IHを幌減

する。

・Ⅱj視化した仙報をもとに根拠に基づき介設サービスのさらなる

充突を行うことで、人居者の安眠の確傑と安令と業柄の効*化・

業物負川の幌減を鬨る。

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄仙i指標に栞づきポすこ

と(介護時問の短締、"'〔接・

問接負捉の幌減効果、介護

従水占(利川打)の満足度、

収支の收辨など)

1911

定a数

0670401108】

63 名

年

導人後に職Uにアンケートを突施する。

・就寝中のバイタルサインをひとつのN安として確認することが

川来、人j,,1Xのみならず職Rの安心に繋がった。転倒などの事故

防止にも役立てることができると思う。

・夜問惜の人1.,;打の"蛾からある尹,!度行動がア測できるようにな

り、トイレ誘導や跳床のj{fかけがやりやすくなった。

・劼室の1"1数が少なく、人居行の安"民にも繋がっていると思う。

・2時問おきの安令確認時以外のこまめな見回りが、センサー感知

した時の対応である秤度把蝉できたので業枋嵯減になっている。

・心拍数・11乎吸数が1師lm 上で把仙{できるので訪室川数が減り、業

物帷減になっている。

・これまでの際床着床センサーよりも反応が¥く、反応時、業早

打~

く,沽室できるため、転倒等を太然に防ぐことがことができた。

・人j.,}名の状態がある秤座把括1できるので、他の業務に時闇を使

えるようになった。

導人後の課題や次年度'11

11Ⅲの確認等

年

1年「_1

・人1',1打の仙帆Ⅲ重"N ・覚舟!・,逞き上がり・門F床・11乎吸数・心拍

数)を職U冏で共イiし、業務の効*化と職Uの負IH嵯減を1刈る。

・人j',}行゛,,,1々の人眠状況や夜問帯の様子を把蝉して、Π中の活動

址や小活りズムとの関述竹について課題を藥肌する。

2年Π

・人居者の情報をもとにタイムテーブルの見11'〔しを行い、業獅の

効*化と職Uの負11N県減を1刈る。

・人居行側々の"1在通した牛活りズムを分析し、根拠に基づい

たケアを捉似する。

3年Π

・タイムテープル変史後や職Uの身休的・粘杣的負州幌減につい

て効巣を検'証していく。

・職Uが根拠に基づき、職貝がΠイ,;ややりがいを持って認知症ケ

アを火践することができる。

j l )

2 実施経過

年打Π~年刀Π

年j」日

令和 4年9jl

令和5年3刀31日

令和5年4刀

令和5年4打

3 Π~

7Π

業務の状況分析

U会で議綸

令ln 5年4j110 Π~

令ネ115年5 j1 31 f_1

導人州当行・チーム体制彬備→検肘委n会内で導人扣

当者を逃定

Ⅲ業所で使川している介護川ツフト「NDソフトウェア

ほのぼのN以T」やタブレット端末との迎動が河能な事

を確認し、人眠状況の"1視化の為の機器についてイ,リ報

を収集し、導人に1司けて検,i寸した。

令1115年6 j1 1 U ~

令和 5年6 j1 16日

突施内奔

岡題点の沈い出し→施設内の検,汁委

令ネΠ5年8 刀 1 Π~

令和 5年81」 25 Π

令ネ115年11j1 1 Π~

令和5年Ⅱ打15"

機郁遣定・導人,汁1向の検,;寸→資料収条、デモの1{施

令和 5年11j」 1日~

令和 5年12 刀 31 Π

令和 5年12 刀 19 Π

突際に機器を使川する職n(介纏職n等)の意見柚取→

デモ参加の職負へアンケートの火施

事前協議,1{・の作成、提出

令和 6年2 j」 29 Π

令和 6年3j11 Π~

令和 6年3 j] 29 Π

補助金の内ボ

業行避定・窕注(補山令交付11決定後)

ロロほか0名

従事打

職Uの習熟及び教介・研修,汁11hi→導人Πの確定、導人

時の操作脱明会を火施

契約Hと機器導人Π

統括管鄭行ほか

10 手'i

統括管理打ほか

9 才i

機器金額支払い

効果検証の火施→アンケートを火施し効果の検'証を行

い、業務改遜の取紕火施

統括管兇冉ほか

9名

統括管理打,副卞

任f判喫職4名

電話充注

施役長

施設k

統括管"!ノ〒,t剖 1三仟

施設長

統括管娜者ほか

8名

11

業

"
人
打



令和7年3刀1打~

令和 9年4 j」 30 Π

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

全職aに使則方怯のPa知を行う。マニュアルの整備。

毎年効果検証の突施、業務改轡の取細を行い、状況報

告i11・事業リ{施状況調i!1・を捉出

管理者ほか8名

π



別記様式第8号

事業内容

出

那

業

介准サービスの樋類

業

門

介纓ロボットの製品名

通イ.i環境柴備の製品名

jリi

名

介護ロボット導入支援事業実績報皆用

導人時期及び台数

株式会礼ユートビアライフ

右

所 j禹名

職・氏名

事業完」'「1 (支払ID

介護付イi料老人ホームやすらぎ苑【那業所番路

購人父はりースの別

※肱"1する方仁0を祉人

電話番}J

ルメ

(rwD短期人所生活介護

ル1品宇,1 蹴床起き 1:がりセンサーアンシェル(械水化学 f業(株))

業実

[導人台数12台

[導人川令和 5年1 2j] 1 9 Π

使川状況

(仙川すろ業柄・仙川頻慢等)

令和6年2"29Π

ぐ三:::Dリース(契約期闇
介維付イi料名人ホームやすらぎ苑において、人j";行の就寝時や午

唖の際に使用しています。

使川する業物として

・人j',}゛1の1占報Ⅲ釆1鵬一覚削・'墾き上がり・際床・呼吸数・心拍

数)をりアルタイムで可視化し、業莇の効*化・職Uの負担を嵯減

する。

・"1視化した"報をもとに根拠にj'づき介股サービスのさらなる

允尖を行うことで、人刷冉の安1鵬の確保と安令と業務の効*化・

業務負州の幌減をⅨ1る。

導人効果

※導人によって得られた効

央に関するデータを客観的

な'乎仙1指標に菓づきポすこ

と(介没時問の短縮、11'貼妾・

冏接負州の帷減効果、介設

従4f゛〒(利川行)の満足度、

収支の收況など)

定貝数

0670401108】

3名

年

導人後に職Uにアンケートを突施する。

・就寝中のバイタルサインをひとつのΠ安として硴認することが

川来、人j"}打のみならず職nの安心に繋がった。転倒などの事故

防止にも役立てることができると思う。

・夜問帯の人jパ行のイ占報からあるチ"!度行動が予測できるようにな

り、トイレ誘導や蹴床のJI,かけがやりやすくなった。

・';方室のい1数が少なく、人j.,}ノ;の安11民にも繋がっていると思う。

・2時闇おきの安令確認時以外のこまめな見回りが、センサー感知

した11寺の対応である乳!度把援できたので業務嵯減になっている。

・心拍数・呼吸数が1川lm l:で把扶{できるので,坊室1川数が減り、業

務,修減になっている。

・これまでの解床前床センサーよりも反応がりく、反応時、宗¥

刀~

く,防室できるため、転倒等を太然に防ぐことがことができた。

・人居古の状態がある甲,!度把蝉できるので、他の業務に時闇を使

えるようになった。

導人後の課題や次年度'汁

1画の耐命忍等

年

1年Π

・人jパ者の"報州重川t・覚NI!・'盤き 1二がり・酢床・1呼吸数・心拍

数)を職U問で共イiし、業務の効*化と職Uの負捉嵯減を図る。

・人j',;占佃々の人鵬状況や夜闇帯の様子を把扮}して、Π中の活動

址や乍活りズムとの関述竹について課題を柴"!する。

2年Π

・人jパ'の桁報をもとにタイムテーブルの見il'〔しを行い、業務の

効*化と職Uの負択嵯減を図る。

・人1凡打佃々の 1Πを通した小活りズムを分析し、根拠にノよづい

たケアを捉供する。

3年11

・タイムテーブル変史後や1般Uの身休的・粘杣的負""噛戚につい

て効果を検'していく。

・峨Uが根拠に基づき、職Uが1'1イ.;ややりがいを持って認知症ケ

アを尖践することができる。

JD

2 実施経過

年門Π~年打Π

令和4年9 打 1Π~

令和 5年3 j1 3]Π

年刀Π

令和5年4打

令和 5年4 j]

3 Π~

7日

業膓の状況分析・Ⅲ1題点の沈い川し→施設内の検肘委

n会で議諭

令不"5年4 打 10 H~

令和5年5打31Π

導人択当行・チーム体制整俳→検,ト1委U会内で導人担

当打を選定

事業所で使川している介段川ソフト「ND/フトウェア

ほのぼのN以T」やタブレット゛揣ボとの述動が"1能な事

を硫認し、人峨状況の河視化のねの機器についてイ.1報

を収集し、導人に向けて検肘した。

令和5年6打1Π~

令和 5年6 打 16 "

尖施内容

令和 5年8 門 11_1~

令和5年8刀25Π

令和 5年11 刀 1 Π~

令和5年Ⅱ打 15Π

機柿送疋・導人削'i1Ⅲの検小1→資料収1兵、デモの火施

令1115年11 刀 1日~

令和 5年12 打 31 Π

令和 5年12 j、j 19 Π

尖際に機器を使川する職R(介設職n等)の意見聴取→

デモ参加の職nへアンケートの突施

事前恊議円・の作成、捉川

令和 6年2 jj 29 Π

令和 6年3 刀 1Π~

令利 6年3j] 29 Π

補助令の内示

業'送定・窕注(補助令交付11決定後)

ロロほか0名

従班打

畷Uの習熟及び教育・研修,汁1川→導人Πの砿定、導人

時の操作脱明会を尖施

契約Πと機器導人Π

統括管"!打ほか

10名

統括管即者ほか

9名

機器令額支払い

効果検'紙の火施→アンケートを火施し効宋の検,111を行

い、業疹改誇の取組火施

統括管」,1!行ほか

9名

統括管」,1!1f,副 1{

任,中1喫峨 4 才',

電話充注

施股長

施設長

統IJ,管列!゛テ.脚111任

施設長

統括管"!者ほか

8名

書声

記
人
門

耳



令和 7年3j] 1 "~

令和 9年4 刀 30日

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

令職員に使Ⅲ方法の剖知を行う。マニュアルの繁備。

毎年効果検証の尖施、業疹改辨の取組を行い、状況報

告,11・事業突施状況朋;11を捉出

管即者ほか8名



別記様式第8・号

出業内容

事

事業実績

事

業

介護サービスの机類

業

者

介設ロボットの製品名

辿イ,1環境繁備の製品名

1リi

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

導人時期及び台数

社会袷南H去人11{覚会

名

所鵬名

職・氏f,

事業完 rn (支払fD

ライフケア黒森短期人所小活介纓事業所

剛人Xはりースの別

必設汽する力に0を紀人

電';円1砕"

短棚人所小活介護那業所

メ

[製品孕,]

株式会社エヌジェイアイ

安心ひつじa

[導人台数1 16台

[導人川令和6年1打 15 H

ル

使刑状況

(使川する業務・使用頻度

等)

リース(契約期問附

つ「1Ⅱ

・ライフケア1熊森短期人所を利川している令ご利用占のべッドに

使川しています。

・利川行の"報(睡11民、覚解、起き上がり、際床、呼吸数、心拍数)

をりアルタイムでn1視化し、ご利川,1T・・・人ひとりの小活パターン

を"!觧し、ご利刑占の思いやしたいことを予獣11し、前もって対処

できる支援、Π立支援に繋げています。

6年

導人効巣

※導人によって得られた効

米に関するデータを客観的

な諄価指標にjよづき小すこ

と(介没時闇の短繍、心接・

問接負捉の幌減効果、介没

従瓣゛1(利川占')の満足度、

収支の收辨など)

I jl

定U数

1 5 Π

・ご利刑占がべッドに臥床している際、呼吸数や心拍数を確認する

ことができ、お部船に行かなくても見えることで、畷Uの安心感

にも繋がった。

・ご利川寺の起き上がりが"1視化される為、転倒などの事故防止に

も繋がっている。

・ご利川占の夜冏帯の桁報から、ある郡度行動がΥ,測できるように

なり、トイレ誘導や起床のJliをかけやすくなった。

・夜問街では、二時問おきの安令確認を行っています。安令確認時

以外の時問でも、起き上がりなどでセンサー感知するゐ、畷Rの

安心に繋がっています。

・安心ひつじの佶報が見れるアプリの人ったタプレット111"1川から、

利川行の状態がある1リ度把揣できるようになったので、職Rは他

の業務に時問を使うこともできている。

16

年 打~

1年Π

・介股ロボット(以卜安心ひつじとする。)の導入で、ご利川お、職

Uに対するメリット・デメリットを挙げ、安心ひつじに頼る介纓で

はなく、安心ひつじを活かす介設としていきます。

・法人のりスクマネジメント委ι・↓会で、プライバシーや薜厳につい

て祀して作成した「介没ロボット・1 CT機器導人指針」に基づき、

職U研修や使川マニュアルを活かし、機器操作に習熟できるよう環

嶢を粧えます。

2年11

・ご利用打の中活パターンの鄭飢から「先回りできる介護」をN解

します。

・転倒、転落のりスクを串前に発見・幌減し、ご利川打が安令に乍

活できる環境を黎えます。

3年Π

・安心ひつじ使川による刈応データを条部上分析することで、ご利

用打の行動傾向を則飢し、「先「川りできる介護」を捉供します。

※止覚会では、ご利川ノ〒の思いやしたいことを予訓1しd而もって刈

処できる支援を「光1・1りできる介股」という表現で職a問で典通"!

飢しています。

導人後の'深題や次年度引

1川の確認等

年 jD

2 実施経過

年月日

年
ー^

令和5年4月

月

年

令和5年5月

月

日

日

令和5年7月

業務分析と冏題点の洗い出しを行う。

令和5年8月

実施内容

令和5年9月

課題となる背景より機種の選定

導入に向けた計画策定

・導入後の介護の在り方について話し合い。

・導入月的の共有。

・実際に機器を使用する介護職員の意見聴取。

令和5年11月

・機器の導入にあたり、チーム体制の整備。

・係長、主任、磊11主任が主となり、活用とその

効果の検証を行う。

・介護ロボット(安心ひつじ)導入手統き

(県より交付決定後に実施)

・機器の使用に当たり指針の作成

・職員の習熟度及び教育の為、職員向けに研修

会の実施

従事者

ロロほか0名

係長

主任

使用方法についてマニュアルを作成する。

係長

主任

係長

主任

副主任

係長

主任

副主任

係長

主任

副主任

係長

主任

書

祀
人
古



令和6年1月

令和6年2月

・機器の導入、使用開始(1月15日)

・購入先業者からの説明

【機器導入支払日】

株式会社メコム令和5年12月27日

有限会社アムザ令和5年12月26日

・機器導入後の介護方法の評価と介護方法の見

直し。効果の検証。

・検証結果に基づき業務改善の取り組み再検討

する。(PDCAサイクル)

・職員向けにフォローアップ研修の計画

※機器の逮定から実績帳告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

係長

主任・副主任

現場職員

係長

主任



別記様式第8号

事業内容

慕

事

事業実紬書

介准サービスの種類

業

行

介護ロボットの製品名

通イ'1環境柴伽の製品名

1折

名

介護ロボット導入支援事業実績報告用

導人時期及び台数

れ_会智井止法人111覚会

名

所属名

職・氏名

喫業完」'Π(支払ID

ヰ"列擾護老人ホームライフケア1熊森

購人Xはりースの別

裟誠汽すろ力に0を祀人

電訊排リ

介護老人袖洋止施股

メ

[製品才',]

株式会れ_エヌジェイアイ

安心ひつじa

{導人台数1 80台

[導人田令和6年1打 15 Π

ル

使川状況

(使川する業務・使川頻座

竺)

リース(契約期問雌

イ)111

・ヰ"川妥准老人ホームに人所している令ご利川打のべッドに使棚

しています。

・利川1〒の桁報(睡1鵬、覚解、起き上がり、跳床、呼吸数、心拍数)

をりアルタイムでnj視化し、ご利川占・人ひとりの小活パターン

を"!解し、ご利川打の思いやしたいことをア測し、前もって対処

できる支援、Π立支援に繋げています。

6年

導人効宋

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評仙指標に」よづきポすこ

と(介設時間の短縮、1n接・

問按負IHの,悌減効果、介維

従4工゛1(利用占)の満足度、

収支の改況など)

1打

定負数

1 5 f_1

ご利川打がべッドに臥床している際、呼吸数や心拍数を確認する

ことができ、お部船に行かなくても見えることで、職Uの安心感

にも繋がった。

ご利川打の起き 1二がりが河視化される為,転倒などの事故防止に

も繋がっている。

ご利川打の夜問帯の佑報から、あるチ,,!度行動がΥ,測できるように

なり、トイレ誘導や起床の山をかけやすくなった。

夜問術では、二時問おきの安令確認を行っています。安全確認時

以外の時問でも、起き上がりなどでセンサー感知する為、畷nの

安心に繋がっています。

安心ひつじの枯帽が兄れるアブリの人ったタブレット11hj脚から、

利川者の状態がある秤度把蝋できるようになったので、職nは他

の業莇に時問を使うこともできている。

80

年 打~

1年Π

・介護ロボット(以ド安心ひつじとする。)の導人で、ご利川行、職

nに対するメリット・デメリットを挙げ、安心ひつじに蚊る介設で

はなく、安心ひつじを活かす介護としていきます。

・法人のりスクマネジメント委貝会で、プライバシーや弛厳につい

て"して作成した「介護ロポット・1CT機器導人指針」に暴づき、

職U仙修や使川マニュアルを活かし、機器操作に習熟できるよう環

境を柴えます。

2年Π

・ご利用打の牛活バターンの"飢から「光回りできる介護」を則創

します。

・転倒、転落のりスクを事前に窕jι・,嵯減し、ご利川おが安令に小

活できる環境を柴えます。

3年Π

・安心ひつじ使刑による対応データを染約・分析することで、ご利

川゛〒の行動傾向を鄭解し、「先1・1りできる介護」を捉供します。

※1モ覚会では、ご利川゛1の思いやしたいことをΥ,測し、前もって対

処できる支援を「先川りできる介設」という表現で職貝闇で共通凹!

飢しています。

導人後の,深題や次年度引

iⅧの確認等

年 jD

2 実施経過

年月日

年
●戸、、J

令和5年4月

月

年

令和5年5月

月

日

日

令和5年7月

業務分析と問題点の洗い出しを行う。

令和5年8月

実施内容

令和5年9月

課題となる背景より機種の選定

導入に向けた計画策定

導入後の介護の在り方について話し合い。

導入同的の共有。

実際に機器を使用する介護職員の意見聴取。

令和5年11月

・機器の導入にあたり、チーム体制の整備。

・係長、主任、副主任が主となり、活用とその

効果の検証を行う。

・介護ロボット(安心ひつじ)導入手続き

(県より交付決定後に実施)

・機器の使用に当たり指針の作成

・1磁員の習熟度及び教育の為、職員向けに研修

会の実施

従事者

ロロほか0名

係長

主任

使用方法についてマニュアルを作成する。

係長

主任

係長

主任

副主任

係長

主任

副主任

係長

主任

副主任

係長

主任

"
人
行

業



令和6年1月

令和6年2月

・機器の導入、使用開始 a 月15日)

・購入先業者からの説明

【機器導入支払日】

株式会社メコム令和5年12月27日

有限会社アムザ令和5年12月26日

・機器導入後の介護方法の評価と介護方法の見

直し。効果の検証。

・検証結果に基づき業務改善の取り組み再検討

する。(PDCAサイクル)

・職員向けにフォローアップ研修の計画

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

係長

主任・副主任

現場職員

係長

主任




